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関*ギカイちゃん

　　行政では、家庭での預貯金のことを、基金といいます。基金は、様々な目的ごとに、
お金を積み立てておき、必要な時に取り崩して使う仕組みです。実は、関市の基金は、県
内他市と比べても多いことをご存知でしょうか。「貯金が多いのはいいことやね」というこ
とだけではない様々な視点を知っていただきたく、関市の基金を大解剖します。

関市は、それぞれの目的に19の基金があり、
合計は約419億円（令和６年度末）です。

A

関市の基金（預貯金）

大解剖
Q基金って

なに？

第２位
岐阜県

どんな基金が
あるの？

県内自治体の基金保有額ランキング

基金の推移（H26〜R６）

（令和5年度末）

関市の基金が積み増された背景に
は、大きく二つの要因があります。

財政調整基金
160.9億円

85.9億円

66.1億円

38.8億円

10.5億円

9.2億円

12.6億円●

15.4億円

公共施設等
整備基金

学校施設
整備基金

地域振興
基金

その他

●その他介護給付費
準備基金●

学校施設の新設、改修
などのために積み立て
られる基金
令和６年度の増減
＋７億円

年度の財源が不足するときに
備えて積み立てておく基金
（財源に余裕のある年度に積
み立て、使途に限定なく活用
できる基金です。）
令和６年度の増減＋約10億円

財政調整基金

１位 高山市 548億7900万円

２位 関市 388億5800万円

３位 岐阜市 263億 600万円

４位 各務原市 261億1600万円

５位 多治見市 227億6600万円

６位 恵那市 211億4700万円

７位 中津川市 209億1400万円

８位 可児市 196億5300万円

９位 大垣市 163億 500万円

10位 飛騨市 147億4600万円

11位 下呂市 131億5300万円

12位 瑞穂市 131億 600万円

13位 揖斐川町 97億3300万円

14位 美濃加茂市 92億2300万円

15位 山県市 82億7600万円

16位 瑞浪市 82億2300万円

17位 土岐市 66億6500万円

18位 羽島市 65億1200万円

19位 海津市 62億9700万円

20位 御嵩町 62億9300万円

１ 平成17年２月の市町村合併によ
り行政コストを削減し、さらに有
利な合併特例債(約338億円)を
活用できたことで財源に余裕が
生まれました。

2 ふるさと納税による寄附金収入
が年々増加し、安定した財源の
確保につながりました。 

以上のような要因により、基金を計
画的に積み立てることが可能となっ
ています。
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・次年度以降に活用する資金にする場合に積み立てる。
・当初予算で基金を取り崩したが、交付金や寄附金等を充てることで使う必要
　がなくなった資金を積み立てる。

学校施設整備基金

（参考）総務省データ

一般会計
特別会計

職員退職手当基金●

介護保険財政の安定的な運営
を図ることを目的として設置す
る基金
令和６年度の増減＋1.4億円

介護給付費準備基金

公共施設等の新設、改修などの
ために積み立てられる基金
令和６年度の増減−6.5億円

公共施設等整備基金

関市の基金は多いの?

基金はどうやって貯めるの？

関市の基金は、岐阜県内では高山市に次いで ２番目に多くなっています。

関市の基金残高は、平成26年の約200億円から、10年後の令和６年には
約420億円と、ほぼ２倍に増えました。

年度末の余剰金のうち半分は基金に積み立てる（残り半分は繰越し）1

年度途中の補正予算では２
関*ギカイちゃん

19.6億円

●減債基金

特定目的
基金

！？
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　令和７年関市議会第３回定例会を９月１日から９月30日までの30日間、開催しました。
この定例会では、条例関係３件、一般議案７件、補正予算11件、決算認定９件、諮問（人事案件）
３件、報告３件、請願２件の、合わせて38件を審議しました。

令和７年 第３回定例会／議案・審議結果の説明

定例会日程

本会議（１日目）　議案上程、説明

本会議（２日目）　議案質疑、採決、委員会付託等、代表・一般質問

本会議（３日目）　一般質問

本会議（４日目）　一般質問

本会議（５日目）　一般質問

文教経済委員会

建設環境委員会

総務厚生委員会

本会議（６日目）　委員長報告、討論・採決、追加議案上程、質疑、採決

９月11日

９月12日

９月16日

９月17日

９月19日

９月24日・25日

９月30日

９月１日

９月10日

主な議案の説明

ふるさと納税返礼品など　補正予算26億4,020万円を追加

令和７年度関市一般会計補正予算（第６号）議案第71号

補正予算の主な内容

● ふるさと納税返礼品・ポータルサイト手数料等

● 低所得者支援及び定額減税補足給付金事業

● 道路舗装補修工事

● 上下水道事業補助金

● 小中学校舎改修

歳入決算額  497億3,170万8,537円　　歳出決算額  448億5,840万1,166円

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定認定第１号

主な内容

● 歳入　市税　　　　 　　　　　　　133億2,336万5,203円

　　　　　ふるさと納税寄附金　　　　 　51億8,436万7,900円

● 歳出　暮らしにエール商品券　　　　８億 9,561万6,605円

　　　　　基幹業務システム統一標準化　　　　9,989万5,950円

　　　　　せきっこ未来応援券　　　　 　３億 7,629万　363円

　　　　 道路新設改良費　　　　　　 １億 2,584万4,138円

　　　　　桜ケ丘・瀬尻小学校
　　　　　　留守家庭児童教室建設工事　２億3,802万4,800円

PICK UP

● ふるさと納税寄附金　30億円⇒50億円（見込）
● PFAS処理施設設置検討業務委託
● 仮設活性炭ろ過機設置工事

令和７年第２回・第３回定例会で、基金等の債券運用の状況が明らかになりました

本会議や委員会でこんな議論がありました

債券含み損は令和２年度の20倍に増加し
さらに増えていく見通し

債券は満期になれば元本が戻る
けど、資金が必要になって中途
売却すると含み損の金額が損失
になるという意味なんだよ。

含み損ってどういう
ことなの？

関*ギカイちゃん

関*ギカイちゃん

関*ギカイちゃん

基金の運用が債券に偏った
のはなぜ？

平成28年度の債券運用指針改正で
満期年限や購入割合の制限をなくし
たんだ。現在保有する149件の債券の
うち、６割に当たる88件が償還年数
30年以上の超長期国債だよ。長引い
た超低金利下において利回り確保を
優先した結果だね。

Q１ 額面の金額が満期になるの
はいつ？Q２

令和10年度から16年度までに合計18
億円の償還予定だね。また令和23年
度から32年度にかけては大口償還が
集中する見込みで、その期間だけで
合計225億円が返ってくるよ。すべての
債券が満期になるのは37年後だよ。

大災害などで多額のお金が
必要になったらどうするの？

基金のうち49億円はすぐに現金が用
意できることになっているよ。一時借
入金や地方債、補助金等を活用して
必要なお金を手当てできるんだって。
だから市の仕事を進めるうえで重大な
支障は生じない見通しなんだ。

Q３

基金等の債券運用で多額の含み損

議会での議論は？

総額400億円で債券を購入

145億円の含み損が発生

基金で149件  額面392億円
歳計現金の一部で３件  額面10億円
債券の大部分は満期まで10年超〜40年以下

1

2

3

債券は原則、満期になるまで保有

公金管理運用委員会を設置

402億円は満期まで売却をしないで損失
を避ける。

市長と会計管理者兼会計課長に任され
ていた判断を副市長を中心とする委員
会で協議して、今後の公金の管理・運用
に関して決定する。

市
長
の
対
応 

1

２

令和６年度まで継続された超長期債券中心の資産運用は、資金の流動性
を損なうもので、今後の基金活用の制約となります。

保有債券額面 402億円
令和７年8月 時価評価額 257億円 含み損 145億円

当面は新規債券購入を控えるようだ
よ。７月に新設された「公金管理運
用委員会」で購入債券の満期年限や
基金に占める債券の割合の見直しを
進めているらしい。今年度以降はこ
の委員会の審議を経て、市長決裁に
よって資金運用を決める仕組みを整
えたよ。

今後の余剰資金の運用は
どうしていくのかな？Q４

45
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関*ギカイちゃん

関*ギカイちゃん

基金の運用が債券に偏った
のはなぜ？

平成28年度の債券運用指針改正で
満期年限や購入割合の制限をなくし
たんだ。現在保有する149件の債券の
うち、６割に当たる88件が償還年数
30年以上の超長期国債だよ。長引い
た超低金利下において利回り確保を
優先した結果だね。

Q１ 額面の金額が満期になるの
はいつ？Q２

令和10年度から16年度までに合計18
億円の償還予定だね。また令和23年
度から32年度にかけては大口償還が
集中する見込みで、その期間だけで
合計225億円が返ってくるよ。すべての
債券が満期になるのは37年後だよ。

大災害などで多額のお金が
必要になったらどうするの？

基金のうち49億円はすぐに現金が用
意できることになっているよ。一時借
入金や地方債、補助金等を活用して
必要なお金を手当てできるんだって。
だから市の仕事を進めるうえで重大な
支障は生じない見通しなんだ。

Q３

基金等の債券運用で多額の含み損

議会での議論は？

総額400億円で債券を購入

145億円の含み損が発生

基金で149件  額面392億円
歳計現金の一部で３件  額面10億円
債券の大部分は満期まで10年超〜40年以下

1

2

3

債券は原則、満期になるまで保有

公金管理運用委員会を設置

402億円は満期まで売却をしないで損失
を避ける。

市長と会計管理者兼会計課長に任され
ていた判断を副市長を中心とする委員
会で協議して、今後の公金の管理・運用
に関して決定する。

市
長
の
対
応 

1

２

令和６年度まで継続された超長期債券中心の資産運用は、資金の流動性
を損なうもので、今後の基金活用の制約となります。

保有債券額面 402億円
令和７年8月 時価評価額 257億円 含み損 145億円

当面は新規債券購入を控えるようだ
よ。７月に新設された「公金管理運
用委員会」で購入債券の満期年限や
基金に占める債券の割合の見直しを
進めているらしい。今年度以降はこ
の委員会の審議を経て、市長決裁に
よって資金運用を決める仕組みを整
えたよ。

今後の余剰資金の運用は
どうしていくのかな？Q４
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請願の趣旨（要旨）
国民は長引く物価高に苦しみ続けている。先の参議
院選挙では物価高対策をめぐり、消費税減税を掲
げた政党が大きく躍進した。税の専門家は、大企業
や富裕層を優遇する不公平な税制を正せば消費税

を廃止できる財源が生まれると試算している。住民
のくらし、地域経済、地方自治体に深刻な打撃を与
える消費税を引き下げることを強く求める。

討論

賛成

反対

物価高はすべての人にのしかかっており、減税することで多くの人に恩恵がある。
消費税で所得税などの累進課税制度が逆進制度となっている。

消費税は社会保障の貴重な財源である。減税の効果は限定的である。減税した
場合の代替財源が明確でない。

請願の趣旨（要旨）
先の参議院選挙では、物価高対策が争点となり、消
費税減税とインボイス制度を廃止するよう訴えた
政党が得票・議席数とも多数となった。インボイス
制度によって、本来消費税の納税が免除される売
上高1,000万円以下の小規模事業者やフリーランス

が消費税の納税義務を負わされ、その負担に苦し
められている。現在の経過措置を縮小・廃止すれ
ば、小規模事業者やフリーランスは廃業の危機に追
いつめられることになる。

第３回定例会　請願 第２号

第３回定例会　請願 第１号

承認第９号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第７号

諮問第５号

諮問第６号

諮問第７号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

－

専決処分の承認（令和７年度関市一般会計補正予算（第５号））
関市附属機関設置条例の一部改正
関市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部改正
関市下水道条例等の一部改正
工事請負契約の締結（わかくさ・プラザ総合体育館等改修（建築）工事）
工事請負契約の締結（わかくさ・プラザ総合体育館等改修（機械設備）工事）
工事請負契約の締結（中池陸上競技場第３種公認改修工事）
財産の取得（仮想基盤サーバ機器）
財産の取得（ネットワーク機器）
市道路線の廃止
市道路線の認定
令和７年度関市一般会計補正予算（第６号）
令和７年度関市財産区特別会計補正予算（第１号）
令和７年度関市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号）
令和７年度関市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和７年度関市水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度関市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度関市一般会計補正予算（第７号）
令和７年度関市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度関市財産区特別会計歳入歳出決算の認定
令和６年度関市中小企業従業員退職金共済事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和６年度関市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和６年度関市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
関市公平委員会の委員の選任
関市固定資産評価審査委員会の委員の選任
人権擁護委員の推薦
令和６年度決算に基づく関市健全化判断比率の報告
令和６年度決算に基づく関市資金不足比率の報告
令和６年度決算に基づく関市財政運営判断指標の報告
議員派遣

市税過誤納付還付金　7,000万円増
関市新エネルギービジョン推進検討委員会を廃止する改正
育児休業等に関する法律の一部改正に伴う改正、休業制度の一部変更
災害その他非常時に市長の指定を受けていない事業者が工事の実施を可能とする改正
わかくさ・プラザ総合体育館等改修（建築）工事 契約額 ２億9,370万円
わかくさ・プラザ総合体育館等改修（機械設備）工事 契約額 ４億1,250万円
中池陸上競技場第3種公認改修工事 契約額 ２億4,750万円
仮想基盤サーバ機器　3,188万９千円
ネットワーク機器　3,297万８千円
肥田瀬（１路線）
旭ケ丘（１路線）
歳入歳出額　26憶4,020万３千円　低所得者支援、道路補修事業など
歳入歳出額　476万８千円　　財産区積立金
財源変更　歳入の組替え
歳入歳出額　２億370万9千円　介護給付費等準備基金積立金　国庫支出金等返還金
収益的収入及び支出額 2,000万円　資本的収入額 6,800万円　資本的支出額 8,000万円
収益的収入及び支出額 2,387万円　資本的収入及び支出額 3,749万９千円
下水道事業会計に909万円支出
資本的収入及び支出額 １億8,029万円
歳入総額　1,121万7,301円　　　歳出総額　644万6千円
歳入総額　7,797万7,388円　　　歳出総額　7,797万7,388円
歳入総額　1,721万9,911円　　　歳出総額　1,669万1,911円
歳入総額　14憶6,414万4,429円　歳出総額　14憶2,002万2,628円
田中健児氏（再任）
古田貴巳氏（再任）
小川久子氏・本田正司氏（再任） 打田恭子氏・長尾芳弘氏（新任）
決算に基づく関市の財政の健全化判断比率の報告
決算に基づく関市の公営企業会計の資金不足比率の報告
決算に基づく関市の財政運営判断指標の報告
中濃十市議会議長会議員研修会

ー

文教経済

総務厚生

建設環境

ー

ー

ー

ー

ー

建設環境

建設環境

各常任委

文教経済

文教経済

総務厚生

建設環境

建設環境

ー

ー

文教経済

文教経済

文教経済

建設環境

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

全会一致で可決された議案
議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会

議案の審査結果

議案第72号

総務厚生・
建設環境

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決、×否決・不採択

賛否状況：○賛成、×反対
ー：議長は採決に加わらない

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

岩
出
和
也

村
井
芙
美
加

北
村
隆
幸

渡
辺
英
人

足
立
将
裕

議
決
結
果

長
瀬
敦
久

池
村
真
一
郎

林

裕
之

武
藤
記
子

長
尾
一
郎

浅
野
典
之

三
輪
正
善

幅

永
典

市
川
隆
也

小
森
敬
直

猿
渡
直
樹

土
屋
雅
義

栗
山

守

安
達
克
也

田
中

巧

石
原
教
雅

川
合
治
義

議
長

新政クラブ 市議会
公明党

日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

事業勘定：歳入歳出額 4,058万円 直診勘定：歳入歳出額 830万3千円
保険給付金費等交付金返還金など

賛否が分かれた議案

令和７年度関市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

議案第76号

建設環境
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

歳入歳出額　2,697万3千円
子ども・子育て支援金制度システム改修費など

令和７年度関市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

認定第１号

各常任委員会
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

歳入総額　497憶3,170万8,537円
歳出総額　448憶5,840万1,166円

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定

認定第２号

総務厚生・
建設環境

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○
事業勘定：歳入総額84憶7,307万6,449円 歳出総額84憶 22万1,470円
直進勘定：歳入総額３憶2,135万2,027円 歳出総額３億254万5,158円

令和６年度関市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定

認定第６号

総務厚生
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

歳入総額　76憶620万1,756円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
歳出総額　73憶9,774万5,509円

令和６年度関市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定

認定第８号

建設環境
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

収益的収入額19憶2,713万2,954円 収益的支出額18億3,163万4,066円
資本的収入額４憶1,177万6,327円 資本的支出額12憶1,238万4,518円

令和６年度関市水道事業会計決算の認定

認定第９号

建設環境
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- ×

×

×

×

×

×

×

× ○
収益的収入額34憶1,128万9,453円　収益的支出額34億　330万6,641円
資本的収入額10憶9,278万9,817円　資本的支出額18憶8,583万8,162円

令和６年度関市下水道事業会計決算の認定

請願第１号

総務厚生
× - ○

物価高と経済苦から消費税減税を国へ求める意見
書を送付すること

「消費税減税を求める意見書」の国への送付を
求める請願

請願第２号

総務厚生
× - ○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
２割特例、８割控除の暫定措置の継続を国へ
求める意見書を送付すること

インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措置
を継続するよう求める意見書を国に送付することを求める請願

議案名
主な内容

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「消費税減税を求める意見書」の国への送付を求める請願

インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措置を
継続するよう求める意見書を国に送付することを求める請願採択

不

採択
不

討論

賛成

反対

インボイス制度は小規模事業者・フリーランスに重荷であり、廃業危機を招く。民意
も廃止を明確に示しており、地域経済のため制度廃止・経過措置継続を求めたい。

インボイス制度は税制公平性維持に不可欠である。経過措置継続は制度の
形骸化を招き、根本的な目的を損なう。制度廃止は税制安定性を揺るがす。

請願事項 消費税減税を求める意見書を国に送付すること
請願事項 インボイス制度の廃止をめざし、経過措置として実施された「２割特例」・

「８割控除」の継続を求める意見書を国に送付すること
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請願の趣旨（要旨）
国民は長引く物価高に苦しみ続けている。先の参議
院選挙では物価高対策をめぐり、消費税減税を掲
げた政党が大きく躍進した。税の専門家は、大企業
や富裕層を優遇する不公平な税制を正せば消費税

を廃止できる財源が生まれると試算している。住民
のくらし、地域経済、地方自治体に深刻な打撃を与
える消費税を引き下げることを強く求める。

討論

賛成

反対

物価高はすべての人にのしかかっており、減税することで多くの人に恩恵がある。
消費税で所得税などの累進課税制度が逆進制度となっている。

消費税は社会保障の貴重な財源である。減税の効果は限定的である。減税した
場合の代替財源が明確でない。

請願の趣旨（要旨）
先の参議院選挙では、物価高対策が争点となり、消
費税減税とインボイス制度を廃止するよう訴えた
政党が得票・議席数とも多数となった。インボイス
制度によって、本来消費税の納税が免除される売
上高1,000万円以下の小規模事業者やフリーランス

が消費税の納税義務を負わされ、その負担に苦し
められている。現在の経過措置を縮小・廃止すれ
ば、小規模事業者やフリーランスは廃業の危機に追
いつめられることになる。

第３回定例会　請願 第２号

第３回定例会　請願 第１号

承認第９号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第７号

諮問第５号

諮問第６号

諮問第７号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

－

専決処分の承認（令和７年度関市一般会計補正予算（第５号））
関市附属機関設置条例の一部改正
関市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部改正
関市下水道条例等の一部改正
工事請負契約の締結（わかくさ・プラザ総合体育館等改修（建築）工事）
工事請負契約の締結（わかくさ・プラザ総合体育館等改修（機械設備）工事）
工事請負契約の締結（中池陸上競技場第３種公認改修工事）
財産の取得（仮想基盤サーバ機器）
財産の取得（ネットワーク機器）
市道路線の廃止
市道路線の認定
令和７年度関市一般会計補正予算（第６号）
令和７年度関市財産区特別会計補正予算（第１号）
令和７年度関市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号）
令和７年度関市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
令和７年度関市水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度関市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度関市一般会計補正予算（第７号）
令和７年度関市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度関市財産区特別会計歳入歳出決算の認定
令和６年度関市中小企業従業員退職金共済事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和６年度関市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和６年度関市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
関市公平委員会の委員の選任
関市固定資産評価審査委員会の委員の選任
人権擁護委員の推薦
令和６年度決算に基づく関市健全化判断比率の報告
令和６年度決算に基づく関市資金不足比率の報告
令和６年度決算に基づく関市財政運営判断指標の報告
議員派遣

市税過誤納付還付金　7,000万円増
関市新エネルギービジョン推進検討委員会を廃止する改正
育児休業等に関する法律の一部改正に伴う改正、休業制度の一部変更
災害その他非常時に市長の指定を受けていない事業者が工事の実施を可能とする改正
わかくさ・プラザ総合体育館等改修（建築）工事 契約額 ２億9,370万円
わかくさ・プラザ総合体育館等改修（機械設備）工事 契約額 ４億1,250万円
中池陸上競技場第3種公認改修工事 契約額 ２億4,750万円
仮想基盤サーバ機器　3,188万９千円
ネットワーク機器　3,297万８千円
肥田瀬（１路線）
旭ケ丘（１路線）
歳入歳出額　26憶4,020万３千円　低所得者支援、道路補修事業など
歳入歳出額　476万８千円　　財産区積立金
財源変更　歳入の組替え
歳入歳出額　２億370万9千円　介護給付費等準備基金積立金　国庫支出金等返還金
収益的収入及び支出額 2,000万円　資本的収入額 6,800万円　資本的支出額 8,000万円
収益的収入及び支出額 2,387万円　資本的収入及び支出額 3,749万９千円
下水道事業会計に909万円支出
資本的収入及び支出額 １億8,029万円
歳入総額　1,121万7,301円　　　歳出総額　644万6千円
歳入総額　7,797万7,388円　　　歳出総額　7,797万7,388円
歳入総額　1,721万9,911円　　　歳出総額　1,669万1,911円
歳入総額　14憶6,414万4,429円　歳出総額　14憶2,002万2,628円
田中健児氏（再任）
古田貴巳氏（再任）
小川久子氏・本田正司氏（再任） 打田恭子氏・長尾芳弘氏（新任）
決算に基づく関市の財政の健全化判断比率の報告
決算に基づく関市の公営企業会計の資金不足比率の報告
決算に基づく関市の財政運営判断指標の報告
中濃十市議会議長会議員研修会

ー

文教経済

総務厚生

建設環境

ー

ー

ー

ー

ー

建設環境

建設環境

各常任委

文教経済

文教経済

総務厚生

建設環境

建設環境

ー

ー

文教経済

文教経済

文教経済

建設環境

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

全会一致で可決された議案
議案番号 議　案　名 主　な　内　容 付託委員会

議案の審査結果

議案第72号

総務厚生・
建設環境

議案番号
付託委員会

〔表示記号〕
議決結果：◎可決、×否決・不採択

賛否状況：○賛成、×反対
ー：議長は採決に加わらない

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

岩
出
和
也

村
井
芙
美
加

北
村
隆
幸

渡
辺
英
人

足
立
将
裕

議
決
結
果

長
瀬
敦
久

池
村
真
一
郎

林

裕
之

武
藤
記
子

長
尾
一
郎

浅
野
典
之

三
輪
正
善

幅

永
典

市
川
隆
也

小
森
敬
直

猿
渡
直
樹

土
屋
雅
義

栗
山

守

安
達
克
也

田
中

巧

石
原
教
雅

川
合
治
義

議
長

新政クラブ 市議会
公明党

日本共産党
関市議員団

若草
クラブ

清流
クラブ

無
会
派

無
会
派

事業勘定：歳入歳出額 4,058万円 直診勘定：歳入歳出額 830万3千円
保険給付金費等交付金返還金など

賛否が分かれた議案

令和７年度関市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

議案第76号

建設環境
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

歳入歳出額　2,697万3千円
子ども・子育て支援金制度システム改修費など

令和７年度関市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

認定第１号

各常任委員会
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

歳入総額　497憶3,170万8,537円
歳出総額　448憶5,840万1,166円

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定

認定第２号

総務厚生・
建設環境

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○
事業勘定：歳入総額84憶7,307万6,449円 歳出総額84憶 22万1,470円
直進勘定：歳入総額３憶2,135万2,027円 歳出総額３億254万5,158円

令和６年度関市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定

認定第６号

総務厚生
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

歳入総額　76憶620万1,756円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
歳出総額　73憶9,774万5,509円

令和６年度関市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定

認定第８号

建設環境
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- × ○

収益的収入額19憶2,713万2,954円 収益的支出額18億3,163万4,066円
資本的収入額４憶1,177万6,327円 資本的支出額12憶1,238万4,518円

令和６年度関市水道事業会計決算の認定

認定第９号

建設環境
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○- ×

×

×

×

×

×

×

× ○
収益的収入額34憶1,128万9,453円　収益的支出額34億　330万6,641円
資本的収入額10憶9,278万9,817円　資本的支出額18憶8,583万8,162円

令和６年度関市下水道事業会計決算の認定

請願第１号

総務厚生
× - ○

物価高と経済苦から消費税減税を国へ求める意見
書を送付すること

「消費税減税を求める意見書」の国への送付を
求める請願

請願第２号

総務厚生
× - ○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
２割特例、８割控除の暫定措置の継続を国へ
求める意見書を送付すること

インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措置
を継続するよう求める意見書を国に送付することを求める請願

議案名
主な内容

○

○

○

○

○

○

○

○

○

「消費税減税を求める意見書」の国への送付を求める請願

インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措置を
継続するよう求める意見書を国に送付することを求める請願採択

不

採択
不

討論

賛成

反対

インボイス制度は小規模事業者・フリーランスに重荷であり、廃業危機を招く。民意
も廃止を明確に示しており、地域経済のため制度廃止・経過措置継続を求めたい。

インボイス制度は税制公平性維持に不可欠である。経過措置継続は制度の
形骸化を招き、根本的な目的を損なう。制度廃止は税制安定性を揺るがす。

請願事項 消費税減税を求める意見書を国に送付すること
請願事項 インボイス制度の廃止をめざし、経過措置として実施された「２割特例」・

「８割控除」の継続を求める意見書を国に送付すること
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　市政は範囲が広いので、関市では議員が
３つの委員会に分かれて担当する分野に
ついて詳しい審査を行っています。

COMMIT TEE INFORMAT ION

委員会報告委員会報告

総
務
厚
生
委
員
会

定額減税不足額給付金の対象者数の見込みを上方修正した要因とその詳細は。Q

給付金システムにより再度算定したところ、扶養人数の増加による増額や所得税
および住民税が０円で事業専従者である方が給付対象になるなど複数の要因に
より、見込みが5,000人から12,000人になった。

A

令和６年度に購入した債券の内容と、含み損が発生しているにも関わらず債券を
購入した理由は。

Q

額面がそれぞれ１億円の国債２件、電力債６件の合計８件の８億円を購入した。償
還年数は、７年３件、10年１件、15年３件、20年１件である。会計管理者は、含み損
が発生していることを認識していたが庁内で情報共有ができておらず、利子による
収入を少しでも増やすために件数を減らして購入した。

A

令和７年度関市一般会計補正予算（第６号）の所管部分
（低所得者支援及び定額減税補足給付金事業）

議案第71号

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（財産運用収入）

認定第１号

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（高齢福祉事業費返納金）

認定第１号

市長公室、財務部、健康福祉部、その他の常任委員会に属さない事項

　議会には、提出された議案について詳しく審査する常任委員会
や特定の課題を審査・調査する特別委員会が設置されています。
　ここでは、第３回定例会で審査された主な内容をご紹介します！

高齢福祉事業返納金の内容と返納状況は。Q

地域支援事業の一部事業において、消費税の取扱いを是正したことにより、市が過
払いしていた消費税分の一部が事業者から返納されたものである。令和６年度は、
９事業所のうち、７事業所から返納があり、２事業所は返納計画の調整中である。

A

9
月
24
日（
水
）・25
日（
木
）

総務厚生委員会

暮らしにエール商品券事業の実績と評価は。Q

対象者への給付率は99.3％である。また、換金
率は98.2％であった。アンケートでは、95％の
方が家計の支援になったと回答していること
から、暮らしの支えになったと認識している。
また、換金額以上の金額が市内で流通したと
算出しており、事業者への支援にも寄与したと
考えている。

A

道の駅などの収益施設から目的外使用料
を徴収しているが、今後、施設の設置目的
が目的内であるか、目的外であるかの解釈
の整理を進め、使用料を検討していく。道
の駅や温泉の実質収支は赤字であるが、
指定管理料は協定に基づき一定の金額以
上は支出しない契約であるため、修繕費
等は経営努力に委ねている。

A

Q 観光施設の使用料のあり方や実質収支は。

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（観光施設等使用料）

認定第１号

平成27年に関市新エネルギービジョンを策定後、検討委員会は開催していないた
め、委員を選任せず終了した。成果としては、太陽光発電、小水力発電、木質バイオ
マス発電の３種類の新エネルギーの目標を定めていたが、３項目のうち太陽光発
電のみが目標を達成した。これらの成果を受けて、関市地域再生可能エネルギー
導入構想が策定され、目標も含め当該ビジョンが引き継がれている。

A

Q 関市新エネルギービジョン推進検討委員会が廃止となるが、委員選任の経緯やこれ
までの具体的な成果は。

関市附属機関設置条例の一部改正議案第61号

教育委員会、協働推進部、産業経済部、農業委員会

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（暮らしにエール商品券事業）

認定第１号

委員会では

道の駅「ラステンほらど」
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COMMIT TEE INFORMAT ION

委員会報告委員会報告
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会

定額減税不足額給付金の対象者数の見込みを上方修正した要因とその詳細は。Q

給付金システムにより再度算定したところ、扶養人数の増加による増額や所得税
および住民税が０円で事業専従者である方が給付対象になるなど複数の要因に
より、見込みが5,000人から12,000人になった。

A

令和６年度に購入した債券の内容と、含み損が発生しているにも関わらず債券を
購入した理由は。

Q

額面がそれぞれ１億円の国債２件、電力債６件の合計８件の８億円を購入した。償
還年数は、７年３件、10年１件、15年３件、20年１件である。会計管理者は、含み損
が発生していることを認識していたが庁内で情報共有ができておらず、利子による
収入を少しでも増やすために件数を減らして購入した。

A

令和７年度関市一般会計補正予算（第６号）の所管部分
（低所得者支援及び定額減税補足給付金事業）

議案第71号

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（財産運用収入）

認定第１号

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（高齢福祉事業費返納金）

認定第１号

市長公室、財務部、健康福祉部、その他の常任委員会に属さない事項

　議会には、提出された議案について詳しく審査する常任委員会
や特定の課題を審査・調査する特別委員会が設置されています。
　ここでは、第３回定例会で審査された主な内容をご紹介します！

高齢福祉事業返納金の内容と返納状況は。Q

地域支援事業の一部事業において、消費税の取扱いを是正したことにより、市が過
払いしていた消費税分の一部が事業者から返納されたものである。令和６年度は、
９事業所のうち、７事業所から返納があり、２事業所は返納計画の調整中である。

A

9
月
24
日（
水
）・25
日（
木
）

総務厚生委員会

暮らしにエール商品券事業の実績と評価は。Q

対象者への給付率は99.3％である。また、換金
率は98.2％であった。アンケートでは、95％の
方が家計の支援になったと回答していること
から、暮らしの支えになったと認識している。
また、換金額以上の金額が市内で流通したと
算出しており、事業者への支援にも寄与したと
考えている。

A

道の駅などの収益施設から目的外使用料
を徴収しているが、今後、施設の設置目的
が目的内であるか、目的外であるかの解釈
の整理を進め、使用料を検討していく。道
の駅や温泉の実質収支は赤字であるが、
指定管理料は協定に基づき一定の金額以
上は支出しない契約であるため、修繕費
等は経営努力に委ねている。

A

Q 観光施設の使用料のあり方や実質収支は。

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（観光施設等使用料）

認定第１号

平成27年に関市新エネルギービジョンを策定後、検討委員会は開催していないた
め、委員を選任せず終了した。成果としては、太陽光発電、小水力発電、木質バイオ
マス発電の３種類の新エネルギーの目標を定めていたが、３項目のうち太陽光発
電のみが目標を達成した。これらの成果を受けて、関市地域再生可能エネルギー
導入構想が策定され、目標も含め当該ビジョンが引き継がれている。

A

Q 関市新エネルギービジョン推進検討委員会が廃止となるが、委員選任の経緯やこれ
までの具体的な成果は。
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の所管部分（暮らしにエール商品券事業）

認定第１号

委員会では

道の駅「ラステンほらど」
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市政に対する代表・一般質問
　代表・一般質問は、市の行政全般について市長に質問・政策提案を行い、市民の声
を市政に届けるものです。
　第３回定例会では、16人の議員が代表・一般質問を行いました。ここでは、質問と
答弁の一部をご紹介します。

質問の全内容は、YouTubeの録画配信や
後日公開される会議録検索システムで確認することができます。

YouTube
録画配信

https://www.city.seki.lg.jp/0000001807.html

本会議の様子はこちらから

会議録検索

https://www.city.seki.lg.jp/0000001470.html

掲載順は、質問を行った順番になっています。なお、掲載された原稿は各議員が作成しているため、
ご不明な点は議員にお尋ねください。

代
表
・
一
般
質
問

東
海
環
状
自
動
車
道
の

新
区
間
開
通
に
よ
る
効
果

債
券
運
用

地
域
共
生
社
会
の
実
現
へ

　西
周
り
の
ル
ー
ト
の
開
通
を
見

越
し
て
︑市
内
企
業
の
経
済
活
動
の

拡
大
や
企
業
進
出
に
も
大
い
に
期

待
が
持
て
ま
す
︒今
年
度
予
定
の

﹁
工
業
用
地
開
発
可
能
性
調
査
﹂に

新
ル
ー
ト
開
通
の
効
果
を
視
野
に

入
れ
て
調
査
分
析
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
︒

A
経
済
・
産
業
振
興
へ
の
期
待

と
施
策
は

Q

　長
良
川
流
域
観
光
推
進
協
議
会

で
観
光
客
誘
致
や
関
係
人
口
増
加

に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
︑流
域
一

帯
と
な
っ
た
広
域
観
光
誘
致
に
も

取
り
組
み
︑来
訪
者
数
と
消
費
額
の

増
加
を
目
指
し
ま
す
︒地
域
活
性
化

の
面
で
は
関
係
人
口
の
増
加
︑通
勤

圏
拡
大
に
よ
る
人
流
活
性
化
と
流

入
人
口
増
加
︑関
西
を
商
業
圏
域
と

し
た
観
光
商
品
の
開
発
・
提
供
な
ど

地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
︒

A
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化

へ
の
期
待
と
施
策
は

Q
公
金
管
理
運
用
委
員
会
の

設
置
は

Q

　令
和
７
年
７
月
に﹁
公
金
管
理
運

用
委
員
会
﹂を
設
置
し
︑こ
れ
ま
で

に
２
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
︒

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
委
員
長
に
副

市
長
︑副
委
員
長
に
財
務
部
長
︑７

人
の
部
長
お
よ
び
関
係
課
長
︑会
計

管
理
者
兼
会
計
課
長
で
構
成
し
て

い
ま
す
︒

A

　成
年
後
見
制
度
の
認
知
度
や
市

民
後
見
人
の
理
解
お
よ
び
普
及
は
︑

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
︒

　今
後
︑市
民
後
見
人
の
認
知
度
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
︑成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
は
︑支
援
機
関
へ

の
研
修
を
通
じ
て
︑普
及
拡
大
に
努

め
ま
す
︒

A
新政クラブ代表質問

武藤 記子
むとう　　 のりこそ

の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

9
月
19
日（
金
）

建
設
環
境
委
員
会

管路の更新については一般会計からの繰入れ分の３億円を合わせた８億円ほど
の事業費で、管路更新率を全国平均の0.7％から１％に近づけるという目標で始め
た。材料費の高騰などの要因により更新
率が鈍化しているが、効率的な施工によ
り更新率を上げながら病院や福祉施設
といったところに通じる管路については
重要給水路線として重点的に整備を進め
ていく方針である。また、財源については
年度ごとに財政当局と協議を重ね、一般
会計からの繰入れ額の水準を３億円とし、
その中でできる限り管路整備を進捗して
いきたい。

A

Q 墓地管理手数料の収納状況及び未納への対策は。

令和６年度では過年度分63件を含む1,454件の調定があり、うち1,387件の収入が
確認されている。また、未納の対策については、未納者やその家族へ督促を行って
いる。督促に気付いて納付される方もいるが、送付先が不明になり、督促状が届け
られないこともある。令和７年度からはオンライン納付を始め、遠方の方が納付し
やすいようにしている。

A

Q 今後の上水道事業を維持していくための基本理念および展望は。

市民環境部、基盤整備部

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定
の所管部分（墓地管理手数料）

認定第１号

令和６年度関市水道事業会計決算の認定
認定第８号

Q
成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況
は

文教経済委員会

令和６年度関市一般会計歳入歳出決算の認定の所管
部分（総務費及び農林水産業費における事業補助金）

認定第１号

原則、農産物に関する補助金は産業経済部が所管している。しかし、農産物でも
地域の特産品振興は協働推進部が担当している。現在は、重複防止の調整を行っ
ているが、今後は補助金のあり方を含め、全庁的に検討していきたい。

A

Q 農産物栽培や後継者支援補助金について、目的が類似する補助金が異なる所管
で計上されているが、一貫性を持って考えるべきでは。9

月
17
日（
水
）

重要給水路線対策事業(星ケ丘地内)
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関
商
工
高
等
学
校

中
池
公
園

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

地
方
創
生
２
・
０

関
市
職
員
の
定
員
適
正
化

山
下
市
政
の
中
間
評
価

役
割
と
今
後
期
待
す
る
こ
と
は

Q
　
関
商
工
高
校
は
市
立
高
校
と
し

て
︑地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
技
術

者
や
地
域
人
材
を
育
成
し
︑企
業
連

携
や
課
題
研
究
を
通
じ
て
地
域
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒今
後

は
地
域
産
業
・
観
光
・
文
化
に
関
連
し

た
課
題
研
究
も
考
え
て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑私
立
高
校
授
業
料
無
償
化

に
よ
る
影
響
は
不
透
明
で
す
が
︑教

育
環
境
の
整
備
と
専
門
的
学
び
を
推

進
し
︑関
商
工
高
校
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
を
図
り
︑本
市
へ
の
愛
着
や

貢
献
の
意
識
を
高
め
︑就
職
や
定
住

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
︒

A
　
中
池
公
園
で
は
︑陸
上
競
技
場
の

第
３
種
公
認
再
取
得
に
よ
り
公
認
大

会
や
記
録
会
の
開
催
が
拡
大
し
︑地

域
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
の
役
割
が

高
ま
り
ま
す
︒市
民
球
場
は
高
校
野

球
や
女
子
硬
式
野
球
な
ど
全
国
大
会

の
開
催
地
と
な
り
︑年
間
約
１
万
８

千
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
︒今
後
は

プ
ロ
野
球
や
社
会
人
野
球
の
公
式
戦

誘
致
を
進
め
︑経
済
効
果
や
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
︒多
目
的
広

場
は
子
ど
も
の
利
用
を
踏
ま
え
︑関

係
者
と
調
整
し
最
適
な
運
用
を
し
ま

す
︒自
然
の
家
は
設
備
点
検
・
更
新
に

よ
り
︑安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
︒な
お
︑ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
整
備
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑第
２
期
関
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
沿
っ
て
︑県

内
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
︒

A

地
方
創
生
２
・
０
に
向
け
て
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
は

Q
　
地
方
創
生
２
・
０
は
人
口
減
少
を

前
提
に
︑A
I
・
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
や

関
係
人
口
拡
大
︑地
域
資
源
を
生
か

し
た
産
業
創
出
な
ど
を
通
じ
︑地
域

の
潜
在
力
を
最
大
限
引
き
出
す
取
組

で
す
︒本
市
も
交
付
金
を
活
用
し
て
︑

特
性
に
応
じ
た
独
自
戦
略
を
各
部
署

連
携
で
推
進
し
ま
す
︒

　
な
お
︑ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率
廃
止

に
よ
り
約
１
４
０
０
万
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
た
め
︑国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
︒

A

推
進
す
る
上
で
の
非
常
に
重
要
な

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　﹁
子
育
て
支
援
﹂と
し
て
︑第
２
子

以
降
の
保
育
料
無
償
化
︑多
子
世
帯

の
病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
料
の
無

償
化
︑多
子
世
帯
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
使
用
料
の
軽
減
な
ど
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に

取
り
組
み
ま
し
た
︒

　﹁
生
活
応
援
﹂で
は
︑全
市
民
を
対

象
に
１
人
あ
た
り
１
万
円
を
暮
ら

し
に
エ
ー
ル
商
品
券
と
し
て
給
付

し
︑負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
︒

　﹁
事
業
者
応
援
﹂で
は
︑中
小
企
業

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

に
対
す
る
補
助
な
ど
を
実
施
し
︑市

民
生
活
や
地
域
経
済
を
様
々
な
側

面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
︒

　
ま
た
︑昨
年
６
月
の
関
市
防
災
基

本
条
例
の
制
定
を
契
機
と
し
︑市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
身
を
守
る

﹁
自
助
﹂︑そ
し
て
地
域
で
助
け
合
う

﹁
共
助
﹂の
意
識
を
高
め
る
た
め
の

普
及
啓
発
に
力
を
入
れ
ま
し
た
︒加

え
て
︑民
間
事
業
者
と
の
災
害
協
定

の
締
結
︑避
難
所
環
境
の
整
備
︑災

害
用
備
品
や
物
資
の
備
蓄
な
ど
も

加
速
し
て
進
め
ま
し
た
︒近
年
︑南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
る
と
と
も
に
︑気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
︑こ
の
条

例
の
制
定
は
︑防
災
・
減
災
対
策
を

A

中
︑現
在
は
︑長
良
川
流
域
観
光
推

進
協
議
会
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

誘
客
事
業
な
ど
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

提
供
事
業
者
の
協
力
を
得
て
︑近
隣

市
と
連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
に
努
め
て
お
り
ま
す
︒

　
本
市
を
代
表
す
る
日
本
刀
文
化

な
ど
は
︑旅
行
者
に
と
っ
て
魅
力
的

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒そ
の
よ
う
な

A

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

都
市
計
画
税
の
見
直
し

　
特
に
来
年
度
は
︑活
力
あ
る
地
域

を
維
持
す
る
人
材
確
保
の
支
援
に

重
点
を
置
き
︑地
域
経
済
︑伝
統
産

業
︑文
化
を
支
え
︑新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
商
工
業
人
材
や
︑食
料
生

産
を
支
え
農
地
や
森
林
を
守
る
農

林
業
人
材
︑高
齢
者
福
祉
や
子
育
て

支
援
な
ど
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

る
福
祉
人
材
の
育
成
・
確
保
︑定
着

に
向
け
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
︒

A
新
た
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

取
組
は

Q

Q
昨
年
度
の
重
点
事
業
の

成
果
は

Q
現
在
の
関
市
都
市
計
画
区

域
は
旧
関
市
地
域
に
旧
武

芸
川
町
の
区
域
を
加
え
た

地
域
で
あ
る
︒合
併
後
20
年

が
経
過
し
︑合
併
時
に
描

い
た
都
市
像
も
人
口
減
少

を
始
め
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
︒現
在
の
都
市

計
画
区
域
の
線
引
き
に
つ

い
て
は
見
直
す
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
︒関
市
全
体

を
俯
瞰
し
︑都
市
計
画
区
域

を
見
直
す
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は

Q
都
市
計
画
税
は
︑現
在
都
市

計
画
区
域
で
あ
る
旧
関
市

と
旧
武
芸
川
町
に
課
税
さ

Q
施
設
充
実
と
利
用
者
の

増
加
は

A
　
新
規
採
用
職
員
を
確
保
す
る
た

め
︑昨
年
度
か
ら
大
学
卒
事
務
職
で

は
︑テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
の
試
験

を
採
用
し
ま
し
た
︒ま
た
︑採
用
情

報
の
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
︒次
に
︑職
員
の
離
職
防
止
に
つ

い
て
は
︑長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
支
援
す
る
こ
と
で
職
員
の
や
り
が

い
を
創
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
︒

Q
目
標
達
成
の
た
め
の
取
組
は

A
　
地
方
公
務
員
の
給
与
を
決
定
す

る
際
︑地
方
公
務
員
法
で
様
々
な
原

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒こ
の
原

則
に
よ
り
︑地
方
公
共
団
体
は
︑国

家
公
務
員
の
給
料
表
を
準
拠
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒民
間
事
業
者
の

給
与
を
考
慮
し
た
形
で
決
め
ら
れ
て

い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
体
系
を
超

え
る
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
で
す
︒

Q
給
料
の
拡
充
は

Q
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
し

て
は

Q
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
討
は

A
　
真
剣
を
取
り
扱
う
居
合
道
は
︑観

光
客
の
体
験
と
し
て
は
違
法
性
が

指
摘
さ
れ
︑他
県
で
は
提
供
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
︒

居
合
刀
が
模
造
刀
の
一
種
で
あ
り
︑

安
全
基
準
を
満
た
せ
ば
体
験
な
ど
で

使
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒民

間
事
業
者
の
主
導
に
よ
る
︑武
道

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
可
能
性
を
調
査

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
︒

清流クラブ代表質問

田中　巧
たなか　 たくみ

　
現
行
の
都
市
計
画
区
域
が
本
市

の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
最
適

で
あ
る
か
継
続
的
な
検
証
が
不
可

欠
で
す
︒市
全
体
を
総
合
的
な
観
点

か
ら
常
に
状
況
を
把
握
し
︑長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
見
直
し
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒今
年

度
は
︑見
直
し
に
対
す
る
情
報
収
集

に
努
め
ま
す
︒

A

　
都
市
計
画
税
は
︑ま
ち
の
魅
力
や

機
能
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な
財
源

で
す
︒都
市
計
画
税
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
︑税
収
の
状
況
︑税
負
担
の
公

平
性
︑都
市
計
画
事
業
の
進
捗
や
将

来
計
画
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
︒今
後
の
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
区
域

の
あ
り
方
を
含
め
︑慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
︒

A
れ
て
い
る
︒都
市
計
画
税
の

使
わ
れ
方
︑都
市
計
画
区
域

と
区
域
外
と
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
か
疑
問
で

あ
る
︒市
民
が
不
公
平
感
を

持
っ
て
い
る
現
実
を
放
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒都

市
計
画
税
の
見
直
し
の
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は

つちや 　　まさよし

若草クラブ代表質問

土屋 雅義

あだち　 かつなり

安達 克也が
問います！

あさの 　　のりゆき

浅野 典之が

問います！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

1213



関
商
工
高
等
学
校

中
池
公
園

観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

地
方
創
生
２
・
０

関
市
職
員
の
定
員
適
正
化

山
下
市
政
の
中
間
評
価

役
割
と
今
後
期
待
す
る
こ
と
は

Q
　
関
商
工
高
校
は
市
立
高
校
と
し

て
︑地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
技
術

者
や
地
域
人
材
を
育
成
し
︑企
業
連

携
や
課
題
研
究
を
通
じ
て
地
域
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒今
後

は
地
域
産
業
・
観
光
・
文
化
に
関
連
し

た
課
題
研
究
も
考
え
て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑私
立
高
校
授
業
料
無
償
化

に
よ
る
影
響
は
不
透
明
で
す
が
︑教

育
環
境
の
整
備
と
専
門
的
学
び
を
推

進
し
︑関
商
工
高
校
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
を
図
り
︑本
市
へ
の
愛
着
や

貢
献
の
意
識
を
高
め
︑就
職
や
定
住

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
︒

A
　
中
池
公
園
で
は
︑陸
上
競
技
場
の

第
３
種
公
認
再
取
得
に
よ
り
公
認
大

会
や
記
録
会
の
開
催
が
拡
大
し
︑地

域
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
の
役
割
が

高
ま
り
ま
す
︒市
民
球
場
は
高
校
野

球
や
女
子
硬
式
野
球
な
ど
全
国
大
会

の
開
催
地
と
な
り
︑年
間
約
１
万
８

千
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
︒今
後
は

プ
ロ
野
球
や
社
会
人
野
球
の
公
式
戦

誘
致
を
進
め
︑経
済
効
果
や
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
︒多
目
的
広

場
は
子
ど
も
の
利
用
を
踏
ま
え
︑関

係
者
と
調
整
し
最
適
な
運
用
を
し
ま

す
︒自
然
の
家
は
設
備
点
検
・
更
新
に

よ
り
︑安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
︒な
お
︑ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
整
備
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑第
２
期
関
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
沿
っ
て
︑県

内
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
︒

A

地
方
創
生
２
・
０
に
向
け
て
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
は

Q
　
地
方
創
生
２
・
０
は
人
口
減
少
を

前
提
に
︑A
I
・
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
や

関
係
人
口
拡
大
︑地
域
資
源
を
生
か

し
た
産
業
創
出
な
ど
を
通
じ
︑地
域

の
潜
在
力
を
最
大
限
引
き
出
す
取
組

で
す
︒本
市
も
交
付
金
を
活
用
し
て
︑

特
性
に
応
じ
た
独
自
戦
略
を
各
部
署

連
携
で
推
進
し
ま
す
︒

　
な
お
︑ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率
廃
止

に
よ
り
約
１
４
０
０
万
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
た
め
︑国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
︒

A

推
進
す
る
上
で
の
非
常
に
重
要
な

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　﹁
子
育
て
支
援
﹂と
し
て
︑第
２
子

以
降
の
保
育
料
無
償
化
︑多
子
世
帯

の
病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
料
の
無

償
化
︑多
子
世
帯
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
使
用
料
の
軽
減
な
ど
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に

取
り
組
み
ま
し
た
︒

　﹁
生
活
応
援
﹂で
は
︑全
市
民
を
対

象
に
１
人
あ
た
り
１
万
円
を
暮
ら

し
に
エ
ー
ル
商
品
券
と
し
て
給
付

し
︑負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
︒

　﹁
事
業
者
応
援
﹂で
は
︑中
小
企
業

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

に
対
す
る
補
助
な
ど
を
実
施
し
︑市

民
生
活
や
地
域
経
済
を
様
々
な
側

面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
︒

　
ま
た
︑昨
年
６
月
の
関
市
防
災
基

本
条
例
の
制
定
を
契
機
と
し
︑市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
身
を
守
る

﹁
自
助
﹂︑そ
し
て
地
域
で
助
け
合
う

﹁
共
助
﹂の
意
識
を
高
め
る
た
め
の

普
及
啓
発
に
力
を
入
れ
ま
し
た
︒加

え
て
︑民
間
事
業
者
と
の
災
害
協
定

の
締
結
︑避
難
所
環
境
の
整
備
︑災

害
用
備
品
や
物
資
の
備
蓄
な
ど
も

加
速
し
て
進
め
ま
し
た
︒近
年
︑南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
る
と
と
も
に
︑気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
︑こ
の
条

例
の
制
定
は
︑防
災
・
減
災
対
策
を

A

中
︑現
在
は
︑長
良
川
流
域
観
光
推

進
協
議
会
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

誘
客
事
業
な
ど
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

提
供
事
業
者
の
協
力
を
得
て
︑近
隣

市
と
連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
に
努
め
て
お
り
ま
す
︒

　
本
市
を
代
表
す
る
日
本
刀
文
化

な
ど
は
︑旅
行
者
に
と
っ
て
魅
力
的

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒そ
の
よ
う
な

A

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

都
市
計
画
税
の
見
直
し

　
特
に
来
年
度
は
︑活
力
あ
る
地
域

を
維
持
す
る
人
材
確
保
の
支
援
に

重
点
を
置
き
︑地
域
経
済
︑伝
統
産

業
︑文
化
を
支
え
︑新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
商
工
業
人
材
や
︑食
料
生

産
を
支
え
農
地
や
森
林
を
守
る
農

林
業
人
材
︑高
齢
者
福
祉
や
子
育
て

支
援
な
ど
地
域
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

る
福
祉
人
材
の
育
成
・
確
保
︑定
着

に
向
け
取
組
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
︒

A
新
た
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

取
組
は

Q

Q
昨
年
度
の
重
点
事
業
の

成
果
は

Q
現
在
の
関
市
都
市
計
画
区

域
は
旧
関
市
地
域
に
旧
武

芸
川
町
の
区
域
を
加
え
た

地
域
で
あ
る
︒合
併
後
20
年

が
経
過
し
︑合
併
時
に
描

い
た
都
市
像
も
人
口
減
少

を
始
め
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
︒現
在
の
都
市

計
画
区
域
の
線
引
き
に
つ

い
て
は
見
直
す
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
︒関
市
全
体

を
俯
瞰
し
︑都
市
計
画
区
域

を
見
直
す
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は

Q
都
市
計
画
税
は
︑現
在
都
市

計
画
区
域
で
あ
る
旧
関
市

と
旧
武
芸
川
町
に
課
税
さ

Q
施
設
充
実
と
利
用
者
の

増
加
は

A
　
新
規
採
用
職
員
を
確
保
す
る
た

め
︑昨
年
度
か
ら
大
学
卒
事
務
職
で

は
︑テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
の
試
験

を
採
用
し
ま
し
た
︒ま
た
︑採
用
情

報
の
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
︒次
に
︑職
員
の
離
職
防
止
に
つ

い
て
は
︑長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
支
援
す
る
こ
と
で
職
員
の
や
り
が

い
を
創
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
︒

Q
目
標
達
成
の
た
め
の
取
組
は

A
　
地
方
公
務
員
の
給
与
を
決
定
す

る
際
︑地
方
公
務
員
法
で
様
々
な
原

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒こ
の
原

則
に
よ
り
︑地
方
公
共
団
体
は
︑国

家
公
務
員
の
給
料
表
を
準
拠
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
︒民
間
事
業
者
の

給
与
を
考
慮
し
た
形
で
決
め
ら
れ
て

い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
体
系
を
超

え
る
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
で
す
︒

Q
給
料
の
拡
充
は

Q
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
し

て
は

Q
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
検
討
は

A
　
真
剣
を
取
り
扱
う
居
合
道
は
︑観

光
客
の
体
験
と
し
て
は
違
法
性
が

指
摘
さ
れ
︑他
県
で
は
提
供
さ
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
︒

居
合
刀
が
模
造
刀
の
一
種
で
あ
り
︑

安
全
基
準
を
満
た
せ
ば
体
験
な
ど
で

使
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒民

間
事
業
者
の
主
導
に
よ
る
︑武
道

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
可
能
性
を
調
査

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
︒

清流クラブ代表質問

田中　巧
たなか　 たくみ

　
現
行
の
都
市
計
画
区
域
が
本
市

の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
最
適

で
あ
る
か
継
続
的
な
検
証
が
不
可

欠
で
す
︒市
全
体
を
総
合
的
な
観
点

か
ら
常
に
状
況
を
把
握
し
︑長
期
的

な
視
点
に
立
っ
て
見
直
し
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒今
年

度
は
︑見
直
し
に
対
す
る
情
報
収
集

に
努
め
ま
す
︒

A

　
都
市
計
画
税
は
︑ま
ち
の
魅
力
や

機
能
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な
財
源

で
す
︒都
市
計
画
税
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
︑税
収
の
状
況
︑税
負
担
の
公

平
性
︑都
市
計
画
事
業
の
進
捗
や
将

来
計
画
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
︒今
後
の
社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
区
域

の
あ
り
方
を
含
め
︑慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
︒

A
れ
て
い
る
︒都
市
計
画
税
の

使
わ
れ
方
︑都
市
計
画
区
域

と
区
域
外
と
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
か
疑
問
で

あ
る
︒市
民
が
不
公
平
感
を

持
っ
て
い
る
現
実
を
放
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒都

市
計
画
税
の
見
直
し
の
時

期
が
来
て
い
る
の
で
は

つちや 　　まさよし

若草クラブ代表質問

土屋 雅義

あだち　 かつなり

安達 克也が
問います！

あさの 　　のりゆき

浅野 典之が

問います！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

市
の
資
金
運
用
・
管
理

介
護
認
定
事
務

子
育
て
支
援
対
策

関
市
在
宅
高
齢
者

紙
お
む
つ
購
入
助
成
事
業

外
国
人
住
民
と
の
共
生

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の

安
全
対
策

自
治
会
の
負
担
軽
減

シ
ニ
ア
男
性
の
活
躍

　
令
和
７
年
７
月
末
現
在
︑３
１
０

８
人
で
︑総
人
口
の
約
３
・
７
％
を
占

め
て
お
り
︑年
々
増
加
し
て
い
ま
す
︒

国
別
割
合
は
︑ベ
ト
ナ
ム
が
約
35
％
︑

ブ
ラ
ジ
ル
が
約
14
％
︑フ
ィ
リ
ピ
ン

が
約
12
％
︑中
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
約
11
％
で
︑
35
カ
国
の
多
様
な
国

の
方
々
が
居
住
し
て
い
ま
す
︒

A
　
目
的
や
根
拠
を
精
査
し
庁
内
で
見

直
し
を
進
行
中
で
す
︒調
査
後
︑年
度

末
ま
で
に
見
直
し
内
容
を
決
定
し
て

い
き
ま
す
︒

A

　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
直
接
検
出
で
き
る
た
め
︑が

ん
に
な
る
前
段
階
で
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
︑子
宮
頸
が

ん
の
死
亡
率
の
低
下
に
貢
献
し
ま

す
︒ま
た
検
診
間
隔
を
長
く
設
定
で

き
る
た
め
︑受
診
者
の
負
担
軽
減
が

期
待
で
き
ま
す
︒

A
　
導
入
に
つ
い
て
は
︑武
儀
医
師
会

と
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

り
︑形
式
や
時
期
を
含
め
未
定
の
状

態
で
す
︒　

AA
　
公
金
の
安
全
で
効
率
的
な
管
理

運
用
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
本

年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
︒預
託

先
金
融
機
関
の
経
営
状
況
等
の
審

議
の
ほ
か
︑債
券
運
用
に
係
る
経

緯
や
課
題
の
整
理
を
行
い
︑債
券

運
用
指
針
等
の
公
金
運
用
に
係
る

規
定
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
︒

A
　
現
在
︑在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
購

入
助
成
券
の
引
換
を
実
施
し
て
い

る
事
業
所
は
30
カ
所
あ
り
︑そ
の
う

ち
５
事
業
所
で
は
宅
配
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
で
︑希
望
者
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
︒引
き
続
き
︑宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
希
望
す
る
利
用
者
の
状
況
を

踏
ま
え
︑宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

努
め
て
い
き
ま
す
︒

　
当
分
の
間
は
︑新
規
債
券
購
入

は
行
い
ま
せ
ん
︒

　
公
金
管
理
運
用
委
員
会
に
お
い

て
︑債
券
運
用
指
針
と
公
金
管
理

お
よ
び
運
用
に
関
す
る
基
準
の
改

正
を
行
う
こ
と
で
︑基
金
総
額
に

お
け
る
債
券
運
用
の
上
限
や
長
期

債
券
の
購
入
制
限
な
ど
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑来
年
度
か
ら
は
資
金
運

用
に
つ
い
て
︑公
金
管
理
運
用
委

員
会
に
諮
っ
た
う
え
で
︑決
定
し

て
い
き
ま
す
︒

A

　
自
治
連
の
総
会
や
支
部
研
修
の
中

で
自
治
会
の
参
考
事
例
を
共
有
し
︑

全
体
へ
拡
大
を
図
り
ま
す
︒人
材
育

成
に
つ
い
て
は
︑市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
研
修
を
検
討
し
ま
す
︒

A
　
市
が
把
握
し
て
い
る
市
内
の
孤

独
死
は
︑令
和
６
年
度
13
件
で
す
︒

通
い
の
場
へ
の
参
加
は
男
性
が
少

な
い
状
況
で
す
︒

A

 

　
分
野
拡
大
は
G
メ
ン
個
人
の
ス
キ

ル
を
み
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
︒報
酬
は
今
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
︒

A
　
健
康
寿
命
75
歳
以
上
を
目
指
す

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

こ
と
で
︑現
在﹁
保
育
﹂﹁
木
育
﹂﹁
農

業
﹂﹁
I
C
T
﹂の
４
分
野
で
活
躍
し

て
い
ま
す
︒シ
ニ
ア
世
代
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
豊
富
な
経
験
と
︑セ

ミ
ナ
ー
で
習
得
し
た
新
た
な
知
識

や
ス
キ
ル
を
活
か
し
︑地
域
貢
献
す

る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
︑現
在

は
74
人
が
活
動
中
で
す
︒担
当
者
は

会
計
年
度
職
員
２
人
で
︑予
算
は
約

４
６
０
万
円
で
す
︒

A
　
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
田
原
・
富
野

で
協
議
体
を
発
足
さ
せ
︑現
在
︑協
議

を
重
ね
推
進
し
て
い
ま
す
︒令
和
８

年
度
以
降
︑新
た
な
地
区
を
選
定
し

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
︒

A Q
ア
ク
テ
ィ
ブ
G
メ
ン
の
活
動

と
担
当
者
数
︑予
算
規
模
は

Q
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

進
捗
と
今
後
は

Q
分
野
拡
大
と
報
酬
の
導
入
は

Q
市
内
の
孤
独
死
や
通
い
の

場
の
現
状
は

Q
行
政
等
か
ら
の
依
頼
事
項

や
役
職
が
多
く
︑自
治
会
長

の
負
担
が
大
き
い
︒庁
内
全

体
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ

る
︒そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

　
相
談
等
に
よ
り
一
部
把
握
は
し
て

い
ま
す
が
︑全
体
把
握
は
不
十
分
で

す
︒課
題
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
自
治
連
と
協
力
し
て
実
施
予

定
で
す
︒

A Q
市
と
し
て
会
費
や
入
退
会

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
︑

自
治
会
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
す
べ
き
で
は

Q
自
治
会
長
同
士
の
学
び
合
い

の
場
の
設
置
や
人
材
育
成
は

Q
本
市
に
居
住
す
る
外
国
人

住
民
の
現
状
は

　
外
国
人
就
労
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
組
合
や
団
体
に
対
し
て
情
報

提
供
や
協
議
を
行
い
︑本
市
に
お

け
る
課
題
整
理
を
し
た
う
え
で
︑

環
境
整
備
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
か
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
︒

A Q
令
和
８
年
度
よ
り
技
能
実

習
制
度
か
ら
育
成
就
労
制

度
へ
移
行
す
る
が
︑そ
れ
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
く
の
か
︒ま
た
︑

福
祉
や
農
業
と
い
っ
た
人

手
不
足
の
業
種
に
も
拡
大

し
て
は

Q
登
下
校
時
の
熱
中
症
予
防

の
た
め
︑日
傘
の
支
給
や

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
冷
や

す
た
め
の
冷
凍
庫
の
設
置
︑

ま
た
は
長
距
離
通
学
者
の

た
め
に
夏
季
限
定
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
提
供
な
ど
︑

対
策
を
講
じ
る
必
要
は

Q
厚
労
省
調
査
で
は
︑３
３
７

自
治
体
が
公
的
検
診
に
導

入
予
定
で
あ
る
が
︑市
の
導

入
予
定
時
期
は

Q
関
市
公
金
管
理
運
用
委
員

会
と
は

Q
現
在
︑基
金
運
用
資
金
の

内
︑国
債
な
ど
の
債
券
の
割

合
は
９
割
で
あ
り
︑そ
の
債

券
に
多
額
の
含
み
損
が
発

生
し
て
い
る
︒今
後
の
資
金

運
用
方
針
は

A
　
介
護
認
定
事
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

化
は
︑市
民
の
負
担
軽
減
や
職
員
の

業
務
効
率
化
︑ひ
い
て
は
認
定
結
果

が
出
る
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

　
今
後
︑他
自
治
体
の
先
行
事
例
を

参
考
に
し
︑事
務
プ
ロ
セ
ス
の
課
題

を
洗
い
出
す
と
と
も
に
︑費
用
対
効

果
を
考
慮
し
な
が
ら
︑介
護
認
定
事

務
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
で
き
る
よ
う
︑

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

Q
介
護
認
定
事
務
の
Ｄ
Ｘ
化

の
考
え
は

Q
購
入
者
本
人
へ
の
配
送
は

Q
対
象
と
な
る
方
は

A
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
在
宅
高
齢
者
の
う
ち
︑要
介
護
度

３
以
上
と
認
定
さ
れ
︑か
つ
常
時
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
と
定
め
て

い
ま
す
︒

Q
母
乳
バ
ン
ク
制
度
や
ド

ナ
ー
ミ
ル
ク
の
意
義
に
つ

い
て
の
認
識
・
理
解
は

A
　
本
制
度
は
︑母
親
の
身
体
的
・
精

神
的
負
担
を
軽
減
し
︑必
要
な
栄
養

を
す
ぐ
に
赤
ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

　
早
産
児
や
︑極

低
出
生
体
重
児
︑

ま
た
そ
の
母
親

に
必
要
な
制
度

だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒

Q
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査︻
子
宮
頸
が
ん

の
主
な
原
因
と
な
る
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス︵
Ｈ

Ｐ
Ｖ
︶感
染
の
有
無
を
調
べ

る
︼の
メ
リ
ッ
ト
は

足立 　裕
あだち　　　まさひろ

　　　　　　が

問います！

村井 芙美加が
問います！

むらい　　　ふみか

　
登
下
校
時
に
は
︑帽
子
や
日
傘
の

使
用
を
積
極
的
に
推
奨
し
た
り
︑制

服
で
は
な
く
体
操
服
で
の
登
校
を

認
め
た
り
す
る
な
ど
︑熱
中
症
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒現
在
の
と

こ
ろ
︑ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
新
た

な
事
業
の
実
施
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
︑今
後
の
気
象
状
況
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
︒

A

幅 永典が
問います！

はば　　ながのり

北村 　幸が
問います！

きたむら　　たかゆき

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

市
の
資
金
運
用
・
管
理

介
護
認
定
事
務

子
育
て
支
援
対
策

関
市
在
宅
高
齢
者

紙
お
む
つ
購
入
助
成
事
業

外
国
人
住
民
と
の
共
生

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の

安
全
対
策

自
治
会
の
負
担
軽
減

シ
ニ
ア
男
性
の
活
躍

　
令
和
７
年
７
月
末
現
在
︑３
１
０

８
人
で
︑総
人
口
の
約
３
・
７
％
を
占

め
て
お
り
︑年
々
増
加
し
て
い
ま
す
︒

国
別
割
合
は
︑ベ
ト
ナ
ム
が
約
35
％
︑

ブ
ラ
ジ
ル
が
約
14
％
︑フ
ィ
リ
ピ
ン

が
約
12
％
︑中
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
約
11
％
で
︑
35
カ
国
の
多
様
な
国

の
方
々
が
居
住
し
て
い
ま
す
︒

A
　
目
的
や
根
拠
を
精
査
し
庁
内
で
見

直
し
を
進
行
中
で
す
︒調
査
後
︑年
度

末
ま
で
に
見
直
し
内
容
を
決
定
し
て

い
き
ま
す
︒

A

　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
直
接
検
出
で
き
る
た
め
︑が

ん
に
な
る
前
段
階
で
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
︑子
宮
頸
が

ん
の
死
亡
率
の
低
下
に
貢
献
し
ま

す
︒ま
た
検
診
間
隔
を
長
く
設
定
で

き
る
た
め
︑受
診
者
の
負
担
軽
減
が

期
待
で
き
ま
す
︒

A
　
導
入
に
つ
い
て
は
︑武
儀
医
師
会

と
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ

り
︑形
式
や
時
期
を
含
め
未
定
の
状

態
で
す
︒　

AA
　
公
金
の
安
全
で
効
率
的
な
管
理

運
用
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
本

年
７
月
に
設
置
し
ま
し
た
︒預
託

先
金
融
機
関
の
経
営
状
況
等
の
審

議
の
ほ
か
︑債
券
運
用
に
係
る
経

緯
や
課
題
の
整
理
を
行
い
︑債
券

運
用
指
針
等
の
公
金
運
用
に
係
る

規
定
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
︒

A
　
現
在
︑在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
購

入
助
成
券
の
引
換
を
実
施
し
て
い

る
事
業
所
は
30
カ
所
あ
り
︑そ
の
う

ち
５
事
業
所
で
は
宅
配
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
で
︑希
望
者
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
︒引
き
続
き
︑宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
希
望
す
る
利
用
者
の
状
況
を

踏
ま
え
︑宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

努
め
て
い
き
ま
す
︒

　
当
分
の
間
は
︑新
規
債
券
購
入

は
行
い
ま
せ
ん
︒

　
公
金
管
理
運
用
委
員
会
に
お
い

て
︑債
券
運
用
指
針
と
公
金
管
理

お
よ
び
運
用
に
関
す
る
基
準
の
改

正
を
行
う
こ
と
で
︑基
金
総
額
に

お
け
る
債
券
運
用
の
上
限
や
長
期

債
券
の
購
入
制
限
な
ど
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
︒

　
ま
た
︑来
年
度
か
ら
は
資
金
運

用
に
つ
い
て
︑公
金
管
理
運
用
委

員
会
に
諮
っ
た
う
え
で
︑決
定
し

て
い
き
ま
す
︒

A

　
自
治
連
の
総
会
や
支
部
研
修
の
中

で
自
治
会
の
参
考
事
例
を
共
有
し
︑

全
体
へ
拡
大
を
図
り
ま
す
︒人
材
育

成
に
つ
い
て
は
︑市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
研
修
を
検
討
し
ま
す
︒

A
　
市
が
把
握
し
て
い
る
市
内
の
孤

独
死
は
︑令
和
６
年
度
13
件
で
す
︒

通
い
の
場
へ
の
参
加
は
男
性
が
少

な
い
状
況
で
す
︒

A

 

　
分
野
拡
大
は
G
メ
ン
個
人
の
ス
キ

ル
を
み
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
︒報
酬
は
今
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
︒

A
　
健
康
寿
命
75
歳
以
上
を
目
指
す

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

こ
と
で
︑現
在﹁
保
育
﹂﹁
木
育
﹂﹁
農

業
﹂﹁
I
C
T
﹂の
４
分
野
で
活
躍
し

て
い
ま
す
︒シ
ニ
ア
世
代
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
豊
富
な
経
験
と
︑セ

ミ
ナ
ー
で
習
得
し
た
新
た
な
知
識

や
ス
キ
ル
を
活
か
し
︑地
域
貢
献
す

る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
︑現
在

は
74
人
が
活
動
中
で
す
︒担
当
者
は

会
計
年
度
職
員
２
人
で
︑予
算
は
約

４
６
０
万
円
で
す
︒

A
　
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
田
原
・
富
野

で
協
議
体
を
発
足
さ
せ
︑現
在
︑協
議

を
重
ね
推
進
し
て
い
ま
す
︒令
和
８

年
度
以
降
︑新
た
な
地
区
を
選
定
し

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
︒

A Q
ア
ク
テ
ィ
ブ
G
メ
ン
の
活
動

と
担
当
者
数
︑予
算
規
模
は

Q
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

進
捗
と
今
後
は

Q
分
野
拡
大
と
報
酬
の
導
入
は

Q
市
内
の
孤
独
死
や
通
い
の

場
の
現
状
は

Q
行
政
等
か
ら
の
依
頼
事
項

や
役
職
が
多
く
︑自
治
会
長

の
負
担
が
大
き
い
︒庁
内
全

体
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ

る
︒そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

　
相
談
等
に
よ
り
一
部
把
握
は
し
て

い
ま
す
が
︑全
体
把
握
は
不
十
分
で

す
︒課
題
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
自
治
連
と
協
力
し
て
実
施
予

定
で
す
︒

A Q
市
と
し
て
会
費
や
入
退
会

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
︑

自
治
会
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
す
べ
き
で
は

Q
自
治
会
長
同
士
の
学
び
合
い

の
場
の
設
置
や
人
材
育
成
は

Q
本
市
に
居
住
す
る
外
国
人

住
民
の
現
状
は

　
外
国
人
就
労
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
組
合
や
団
体
に
対
し
て
情
報

提
供
や
協
議
を
行
い
︑本
市
に
お

け
る
課
題
整
理
を
し
た
う
え
で
︑

環
境
整
備
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
か
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
︒

A Q
令
和
８
年
度
よ
り
技
能
実

習
制
度
か
ら
育
成
就
労
制

度
へ
移
行
す
る
が
︑そ
れ
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
く
の
か
︒ま
た
︑

福
祉
や
農
業
と
い
っ
た
人

手
不
足
の
業
種
に
も
拡
大

し
て
は

Q
登
下
校
時
の
熱
中
症
予
防

の
た
め
︑日
傘
の
支
給
や

ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
を
冷
や

す
た
め
の
冷
凍
庫
の
設
置
︑

ま
た
は
長
距
離
通
学
者
の

た
め
に
夏
季
限
定
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
提
供
な
ど
︑

対
策
を
講
じ
る
必
要
は

Q
厚
労
省
調
査
で
は
︑３
３
７

自
治
体
が
公
的
検
診
に
導

入
予
定
で
あ
る
が
︑市
の
導

入
予
定
時
期
は

Q
関
市
公
金
管
理
運
用
委
員

会
と
は

Q
現
在
︑基
金
運
用
資
金
の

内
︑国
債
な
ど
の
債
券
の
割

合
は
９
割
で
あ
り
︑そ
の
債

券
に
多
額
の
含
み
損
が
発

生
し
て
い
る
︒今
後
の
資
金

運
用
方
針
は

A
　
介
護
認
定
事
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

化
は
︑市
民
の
負
担
軽
減
や
職
員
の

業
務
効
率
化
︑ひ
い
て
は
認
定
結
果

が
出
る
ま
で
の
期
間
の
短
縮
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

　
今
後
︑他
自
治
体
の
先
行
事
例
を

参
考
に
し
︑事
務
プ
ロ
セ
ス
の
課
題

を
洗
い
出
す
と
と
も
に
︑費
用
対
効

果
を
考
慮
し
な
が
ら
︑介
護
認
定
事

務
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
で
き
る
よ
う
︑

検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

Q
介
護
認
定
事
務
の
Ｄ
Ｘ
化

の
考
え
は

Q
購
入
者
本
人
へ
の
配
送
は

Q
対
象
と
な
る
方
は

A
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
在
宅
高
齢
者
の
う
ち
︑要
介
護
度

３
以
上
と
認
定
さ
れ
︑か
つ
常
時
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
と
定
め
て

い
ま
す
︒

Q
母
乳
バ
ン
ク
制
度
や
ド

ナ
ー
ミ
ル
ク
の
意
義
に
つ

い
て
の
認
識
・
理
解
は

A
　
本
制
度
は
︑母
親
の
身
体
的
・
精

神
的
負
担
を
軽
減
し
︑必
要
な
栄
養

を
す
ぐ
に
赤
ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

　
早
産
児
や
︑極

低
出
生
体
重
児
︑

ま
た
そ
の
母
親

に
必
要
な
制
度

だ
と
考
え
て
い

ま
す
︒

Q
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査︻
子
宮
頸
が
ん

の
主
な
原
因
と
な
る
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス︵
Ｈ

Ｐ
Ｖ
︶感
染
の
有
無
を
調
べ

る
︼の
メ
リ
ッ
ト
は

足立 　裕
あだち　　　まさひろ

　　　　　　が

問います！

村井 芙美加が
問います！

むらい　　　ふみか

　
登
下
校
時
に
は
︑帽
子
や
日
傘
の

使
用
を
積
極
的
に
推
奨
し
た
り
︑制

服
で
は
な
く
体
操
服
で
の
登
校
を

認
め
た
り
す
る
な
ど
︑熱
中
症
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒現
在
の
と

こ
ろ
︑ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
新
た

な
事
業
の
実
施
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
︑今
後
の
気
象
状
況
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
︒

A

幅 永典が
問います！

はば　　ながのり

北村 　幸が
問います！

きたむら　　たかゆき

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
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・
一
般
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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

本
市
の
農
業
政
策

本
市
の
農
業
政
策 

P
F
O
S
・
P
F
O
A
調
査

米
生
産
量
の
維
持
拡
大
の
見
通
し

　
新
プ
ラ
ン
に
は
︑オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
等
の
対
象
業
務
拡
大
と
︑よ
り
利

便
性
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

の
実
現
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討

し
ま
す
︒さ
ら
に
︑市
役
所
窓
口
に

お
け
る
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
︑﹁
書
か
な
い
窓
口
﹂を
次
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
期
間
中
に
実

現
で
き
る
よ
う
︑現
在
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
︒ま
た
︑本
市
の
強
み
で

あ
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ︵
根
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
︶を
更
に
推
進
し
︑デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
効
果
的
な
政
策
立
案

を
目
指
し
ま
す
︒

A
　
弁
護
士
と
の
委
任
契
約
を
７
月

７
日
に
締
結
し
て
訴
訟
の
提
起
の

た
め
に
必
要
な
書
類
整
備
や
資
料

確
認
な
ど
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
︑

８
月
29
日
に
補
助
金
２
千
万
円
の
返

還
な
ど
を
求
め
る
訴
訟
を
岐
阜
地

裁
に
提
起
し
ま
し
た
︒

A

　
主
食
用
米
の
栽
培
農
家
は
富
野

72
戸
︑武
儀
１
２
４
戸
︑上
之
保
57

戸
で
す
︒法
人
形
態
の
農
家
は
富
野

４
法
人
︑武
儀
２
法
人
︑上
之
保
１

法
人
で
す
︒今
年
度
の
作
付
面
積
は

富
野
92
h
a
︑武
儀
41
h
a
︑上
之
保

27
h
a
の
合
計
１
６
０
h
a
で
す
︒

A

　
白
金
水
源
地
の
７
月
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
値
は
29
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
県
内
で

２
番
目
に
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま

す
︒国
の
暫
定
目
標
値
は
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑近

年
市
民
の
関
心
も
高
い
こ
と
も
あ

り
︑庁
内
で
有
識
者
を
交
え
た
勉
強

会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
︒

A
　
２
月
に
周
辺
13
カ
所
の
井
戸
水
で

検
査
を
実
施
し
︑検
査
結
果
は
最
少

が
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
︑最
大
は
22

ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
あ
り
︑い
ず
れ
も
国

の
暫
定
目
標
値
以
内
で
し
た
︒

A
　
市
民
の
皆
様
に
安
全
な
水
を
お

届
け
す
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
︒来
年
度
か
ら

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
水
質
基
準
の
項
目
に

追
加
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
30
ナ

ノ
グ
ラ
ム
か
ら
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

下
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
︑仮
設

ろ
過
装
置
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
︒ま
た
︑仮
設
ろ
過
装
置
が
完

成
す
る
ま
で
は
白
金
第
２
水
源
地

か
ら
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し
︑

濃
度
を
下
げ
る
対
策
を
行
い
ま

し
た
︒

A

　
長
期
的
な
観
点
か
ら
最
も
効
果

的
な
対
策
が
必
要
で
す
︒将
来
的

に
は
有
識
者
会
議
な
ど
の
意
見
も

踏
ま
え
︑本
格
的
な
ろ
過
施
設
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A

中
濃
広
域
・
中
濃
消
防
組
合

規
約
改
正

　
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
推
進

は
重
要
で
あ
り
︑今
年
度
よ
り﹁
有

機
質
肥
料
利
用
促
進
事
業
﹂を
実
施

し
︑補
助
し
て
い
ま
す
︒

　
こ
れ
は
︑有
機
栽
培
に
不
可
欠
な

有
機
質
肥
料
の
導
入
費
用
の
一
部

を
市
が
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
︑農

産
物
を
販
売
さ
れ
て
い
る
農
業
者

の
負
担
を
軽
減
し
︑有
機
栽
培
へ
の

転
換
を
支
援
す
る
も
の
で
す
︒

A Q
米
の
有
機
栽
培
や
野
菜
の
無

農
薬
栽
培
に
対
す
る
補
助
は

Q
さ
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
市
役

所
に
向
け
て
の
今
後
の
取

組
は

Q
ワ
ク
ワ
ク
す
る
農
業
と
は

Q
訴
訟
提
起
を
認
め
た
市
議

会
の
可
決
後
の
経
過
は

　
河
川
水
の
P
F
A
S
水
質
測
定

は
︑岐
阜
県
が
令
和
７
年
度
に
は
長

良
川
の
鮎
之
瀬
橋
︑武
儀
川
が
南
武

芸
橋
︑板
取
川
が
美
濃
市
の
長
瀬
橋

付
近
で
実
施
し
︑県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
︒い
ず
れ
も

暫
定
目
標
値
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
︒

飲
用
水
の
安
全
確
保
を
第
一
に
︑市

民
の
安
心
を
守
る
立
場
か
ら
︑環
境

部
局
と
協
力
・
連
携
し
て
対
応
を
検

討
し
ま
す
︒

A Q
水
道
課
に
よ
る
白
金
水
源

地
付
近
の
井
戸
水
検
査
だ

け
で
な
く
津
保
川
の
水
質

も
検
査
を
し
て
は

Q
津
保
谷
地
区
の
小
規
模
米

農
家
や
任
意
団
体
の
数
と

管
理
面
積
は

Q
今
後
の
除
去
対
策
は

A
　
ゴ
ミ
搬
入
量
の
減
少
に
伴
う
運

転
効
率
の
問
題
・
他
市
か
ら
の
受
入

れ
課
題
・
焼
却
炉
の
適
性
規
模
化
︒

消
防
署
・
出
張
所
体
制
の
見
直
し
・

消
防
力
の
集
約
等
重
要
な
課
題
に

直
面
し
て
お
り
︑適
正
な
対
応
が
急

務
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒

Q
両
組
合
の
現
状
課
題
の
認

識
は

Q
構
成
市
の
規
模
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
︒対
等
運

営
方
式
に
問
題
が
あ
る
と

思
う
が
︑場
合
に
よ
っ
て

は
重
大
な
決
断
も
必
要
だ

と
考
え
る
︒議
員
定
数
見

直
し
に
つ
い
て
の
両
組
合

規
約
改
正
の
必
要
性
は

Q
農
業
生
産
の
統
計
デ
ー
タ
は

A
　
組
合
規
約
に
定
め
る
議
会
議
員

定
数
の
見
直
し
の
必
要
性
は
強
く

感
じ
て
い
ま
す
︒ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か

つ
合
理
的
に
方
針
決
定
で
き
る
シ

ス
テ
ム
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
　
市
単
位
の
詳
細
な
統
計
デ
ー
タ

は
不
足
し
て
お
り
︑農
家
や
関
係
団

体
へ
の
聞
き
取
り
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
諸
事
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
︒

Q
デ
ー
タ
の
な
い
聞
き
取
り
依

存
の
政
策
は
︑感
覚
農
業
で

あ
り
問
題
で
は

Q
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
︑明

確
な
目
的
・
事
業
設
計
・
ス

キ
ー
ム
に
基
づ
く
事
業
で
あ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
は

　
今
後
は
聞
き
取
り
に
加
え
︑実

績
デ
ー
タ
な
ど
︑多
角
的
に
情
報

源
を
分
析
し
︑実
情
に
即
し
た
き

め
細
や
か
な
農
業
政
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
︒

AA

Q
庁
内
で
の
調
査･

研
究
の

進
捗
は

Q
水
源
地
周
辺
の
地
下
水
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
値
は

Q
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ろ
過
装
置
を
設
置

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は

　
長
距
離
移
動
性
と
い
う
特
性
が

あ
る
た
め
特
定
は
困
難
で
す
が
︑白

金
水
源
地
は
︑令
和
５
年
か
ら
23
ナ

ノ
グ
ラ
ム
か
ら
33
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
検

出
し
て
お
り
︑引
き
続
き
検
査
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

A Q
発
生
源
の
特
定
は

　
岐
阜
県
知
事
が
発
信
さ
れ
た﹁
安

心
と
ワ
ク
ワ
ク
に
あ
ふ
れ
︑人
や
モ

ノ
が
集
ま
る
岐
阜
県
﹂と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
は
︑本
市
が
目
指
す
地
域
づ

く
り
と
深
く
一
致
す
る
も
の
で
す
︒

知
事
の
掲
げ
る﹁
ワ
ク
ワ
ク
﹂を
︑本

市
の
農
政
に
お
き
ま
し
て
は﹁
地
域

を
牽
引
す
る
魅
力
あ
る
農
業
の
実

現
﹂
と
解
釈
し
︑そ
の
推
進
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
︒具
体
的
な

施
策
と
し
て
は
︑ス
マ
ー
ト
農
業
導

入
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
効
率
化

を
図
り
︑農
業
を
多
様
な
人
材
が
参

入
し
や
す
い
産
業
へ
と
転
換
し
︑持

続
可
能
な
生
産
体
制
の
構
築
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
︒ま
た
︑円
空
さ

と
い
も
︑上
之
保
ゆ
ず
︑ほ
ら
ど
キ
ウ

イ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
や
︑６
次
産
業
化
に
よ
る
新

た
な
価
値
創
造
を
通
じ
て
︑地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
︒

A

小森 敬　が
問います！

こもり　　　よしなお

岩出 和也が
問います！

いわで     　かずや

いしはら　　のりまさ

石原 教雅が
問います！

　
成
果
と
費
用
対
効
果
お
よ
び
事

業
の
持
続
性
を
重
視
し
︑事
業
内

容
の
見
直
し
も
実
施
し
て
い
き

ま
す
︒

川合 治義が
問います！

かわい　   はるよし

映
像
撮
影
事
業

補
助
金
返
還
訴
訟

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

本
市
の
農
業
政
策

本
市
の
農
業
政
策 

P
F
O
S
・
P
F
O
A
調
査

米
生
産
量
の
維
持
拡
大
の
見
通
し

　
新
プ
ラ
ン
に
は
︑オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
等
の
対
象
業
務
拡
大
と
︑よ
り
利

便
性
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

の
実
現
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討

し
ま
す
︒さ
ら
に
︑市
役
所
窓
口
に

お
け
る
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
︑﹁
書
か
な
い
窓
口
﹂を
次
期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
期
間
中
に
実

現
で
き
る
よ
う
︑現
在
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
︒ま
た
︑本
市
の
強
み
で

あ
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ︵
根
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
︶を
更
に
推
進
し
︑デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
効
果
的
な
政
策
立
案

を
目
指
し
ま
す
︒

A
　
弁
護
士
と
の
委
任
契
約
を
７
月

７
日
に
締
結
し
て
訴
訟
の
提
起
の

た
め
に
必
要
な
書
類
整
備
や
資
料

確
認
な
ど
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
︑

８
月
29
日
に
補
助
金
２
千
万
円
の
返

還
な
ど
を
求
め
る
訴
訟
を
岐
阜
地

裁
に
提
起
し
ま
し
た
︒

A

　
主
食
用
米
の
栽
培
農
家
は
富
野

72
戸
︑武
儀
１
２
４
戸
︑上
之
保
57

戸
で
す
︒法
人
形
態
の
農
家
は
富
野

４
法
人
︑武
儀
２
法
人
︑上
之
保
１

法
人
で
す
︒今
年
度
の
作
付
面
積
は

富
野
92
h
a
︑武
儀
41
h
a
︑上
之
保

27
h
a
の
合
計
１
６
０
h
a
で
す
︒

A

　
白
金
水
源
地
の
７
月
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
値
は
29
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
県
内
で

２
番
目
に
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま

す
︒国
の
暫
定
目
標
値
は
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑近

年
市
民
の
関
心
も
高
い
こ
と
も
あ

り
︑庁
内
で
有
識
者
を
交
え
た
勉
強

会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
︒

A
　
２
月
に
周
辺
13
カ
所
の
井
戸
水
で

検
査
を
実
施
し
︑検
査
結
果
は
最
少

が
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
未
満
︑最
大
は
22

ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
あ
り
︑い
ず
れ
も
国

の
暫
定
目
標
値
以
内
で
し
た
︒

A
　
市
民
の
皆
様
に
安
全
な
水
を
お

届
け
す
る
こ
と
は
最
も
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
︒来
年
度
か
ら

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
水
質
基
準
の
項
目
に

追
加
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑
30
ナ

ノ
グ
ラ
ム
か
ら
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

下
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
︑仮
設

ろ
過
装
置
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
︒ま
た
︑仮
設
ろ
過
装
置
が
完

成
す
る
ま
で
は
白
金
第
２
水
源
地

か
ら
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し
︑

濃
度
を
下
げ
る
対
策
を
行
い
ま

し
た
︒

A

　
長
期
的
な
観
点
か
ら
最
も
効
果

的
な
対
策
が
必
要
で
す
︒将
来
的

に
は
有
識
者
会
議
な
ど
の
意
見
も

踏
ま
え
︑本
格
的
な
ろ
過
施
設
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

A

中
濃
広
域
・
中
濃
消
防
組
合

規
約
改
正

　
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
推
進

は
重
要
で
あ
り
︑今
年
度
よ
り﹁
有

機
質
肥
料
利
用
促
進
事
業
﹂を
実
施

し
︑補
助
し
て
い
ま
す
︒

　
こ
れ
は
︑有
機
栽
培
に
不
可
欠
な

有
機
質
肥
料
の
導
入
費
用
の
一
部

を
市
が
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
︑農

産
物
を
販
売
さ
れ
て
い
る
農
業
者

の
負
担
を
軽
減
し
︑有
機
栽
培
へ
の

転
換
を
支
援
す
る
も
の
で
す
︒

A Q
米
の
有
機
栽
培
や
野
菜
の
無

農
薬
栽
培
に
対
す
る
補
助
は

Q
さ
ら
な
る
ス
マ
ー
ト
市
役

所
に
向
け
て
の
今
後
の
取

組
は

Q
ワ
ク
ワ
ク
す
る
農
業
と
は

Q
訴
訟
提
起
を
認
め
た
市
議

会
の
可
決
後
の
経
過
は

　
河
川
水
の
P
F
A
S
水
質
測
定

は
︑岐
阜
県
が
令
和
７
年
度
に
は
長

良
川
の
鮎
之
瀬
橋
︑武
儀
川
が
南
武

芸
橋
︑板
取
川
が
美
濃
市
の
長
瀬
橋

付
近
で
実
施
し
︑県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
︒い
ず
れ
も

暫
定
目
標
値
を
超
え
て
い
ま
せ
ん
︒

飲
用
水
の
安
全
確
保
を
第
一
に
︑市

民
の
安
心
を
守
る
立
場
か
ら
︑環
境

部
局
と
協
力
・
連
携
し
て
対
応
を
検

討
し
ま
す
︒

A Q
水
道
課
に
よ
る
白
金
水
源

地
付
近
の
井
戸
水
検
査
だ

け
で
な
く
津
保
川
の
水
質

も
検
査
を
し
て
は

Q
津
保
谷
地
区
の
小
規
模
米

農
家
や
任
意
団
体
の
数
と

管
理
面
積
は

Q
今
後
の
除
去
対
策
は

A
　
ゴ
ミ
搬
入
量
の
減
少
に
伴
う
運

転
効
率
の
問
題
・
他
市
か
ら
の
受
入

れ
課
題
・
焼
却
炉
の
適
性
規
模
化
︒

消
防
署
・
出
張
所
体
制
の
見
直
し
・

消
防
力
の
集
約
等
重
要
な
課
題
に

直
面
し
て
お
り
︑適
正
な
対
応
が
急

務
と
認
識
し
て
い
ま
す
︒

Q
両
組
合
の
現
状
課
題
の
認

識
は

Q
構
成
市
の
規
模
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
︒対
等
運

営
方
式
に
問
題
が
あ
る
と

思
う
が
︑場
合
に
よ
っ
て

は
重
大
な
決
断
も
必
要
だ

と
考
え
る
︒議
員
定
数
見

直
し
に
つ
い
て
の
両
組
合

規
約
改
正
の
必
要
性
は

Q
農
業
生
産
の
統
計
デ
ー
タ
は

A
　
組
合
規
約
に
定
め
る
議
会
議
員

定
数
の
見
直
し
の
必
要
性
は
強
く

感
じ
て
い
ま
す
︒ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か

つ
合
理
的
に
方
針
決
定
で
き
る
シ

ス
テ
ム
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
　
市
単
位
の
詳
細
な
統
計
デ
ー
タ

は
不
足
し
て
お
り
︑農
家
や
関
係
団

体
へ
の
聞
き
取
り
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
諸
事
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
︒

Q
デ
ー
タ
の
な
い
聞
き
取
り
依

存
の
政
策
は
︑感
覚
農
業
で

あ
り
問
題
で
は

Q
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
︑明

確
な
目
的
・
事
業
設
計
・
ス

キ
ー
ム
に
基
づ
く
事
業
で
あ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
は

　
今
後
は
聞
き
取
り
に
加
え
︑実

績
デ
ー
タ
な
ど
︑多
角
的
に
情
報

源
を
分
析
し
︑実
情
に
即
し
た
き

め
細
や
か
な
農
業
政
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
︒

AA

Q
庁
内
で
の
調
査･

研
究
の

進
捗
は

Q
水
源
地
周
辺
の
地
下
水
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
値
は

Q
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
ろ
過
装
置
を
設
置

す
る
に
至
っ
た
経
緯
は

　
長
距
離
移
動
性
と
い
う
特
性
が

あ
る
た
め
特
定
は
困
難
で
す
が
︑白

金
水
源
地
は
︑令
和
５
年
か
ら
23
ナ

ノ
グ
ラ
ム
か
ら
33
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
検

出
し
て
お
り
︑引
き
続
き
検
査
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

A Q
発
生
源
の
特
定
は

　
岐
阜
県
知
事
が
発
信
さ
れ
た﹁
安

心
と
ワ
ク
ワ
ク
に
あ
ふ
れ
︑人
や
モ

ノ
が
集
ま
る
岐
阜
県
﹂と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
は
︑本
市
が
目
指
す
地
域
づ

く
り
と
深
く
一
致
す
る
も
の
で
す
︒

知
事
の
掲
げ
る﹁
ワ
ク
ワ
ク
﹂を
︑本

市
の
農
政
に
お
き
ま
し
て
は﹁
地
域

を
牽
引
す
る
魅
力
あ
る
農
業
の
実

現
﹂
と
解
釈
し
︑そ
の
推
進
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
︒具
体
的
な

施
策
と
し
て
は
︑ス
マ
ー
ト
農
業
導

入
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
効
率
化

を
図
り
︑農
業
を
多
様
な
人
材
が
参

入
し
や
す
い
産
業
へ
と
転
換
し
︑持

続
可
能
な
生
産
体
制
の
構
築
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
︒ま
た
︑円
空
さ

と
い
も
︑上
之
保
ゆ
ず
︑ほ
ら
ど
キ
ウ

イ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
や
︑６
次
産
業
化
に
よ
る
新

た
な
価
値
創
造
を
通
じ
て
︑地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
︒

A

小森 敬　が
問います！

こもり　　　よしなお

岩出 和也が
問います！

いわで     　かずや

いしはら　　のりまさ

石原 教雅が
問います！

　
成
果
と
費
用
対
効
果
お
よ
び
事

業
の
持
続
性
を
重
視
し
︑事
業
内

容
の
見
直
し
も
実
施
し
て
い
き

ま
す
︒

川合 治義が
問います！

かわい　   はるよし

映
像
撮
影
事
業

補
助
金
返
還
訴
訟

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問
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留
守
家
庭
児
童
教
室
の
課
題

熱
中
症
対
策

子
ど
も
の
体
験
格
差
是
正

子
ど
も
食
堂
の
充
実

基
金
活
用
で
公
民
セ
ン
タ
ー
維
持

学
校
給
食
保
護
者
負
担
の
軽
減

　
体
験
活
動
へ
の
参
加
機
会
に
差
が

あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
︒格
差

に
よ
り
︑協
調
性
︑コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
︑自
己
肯
定
感
な
ど
の

非
認
知
能
力
の
育
成
機
会
に
差
が
生

じ
︑社
会
性
の
発
達
や
将
来
の
選
択

肢
を
狭
め
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
︒

A
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
教
育
振

興
な
ど
︑市
全
体
で
多
角
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
︑必
要
性
や
効

果
︑財
源
確
保
の
可
能
性
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
︑判
断
し
ま
す
︒

A

　
実
際
に
活
動
し
て
い
る
団
体
は
参

加
者
を
限
定
せ
ず
︑広
く
門
戸
を
開

い
て
い
る
の
が
実
情
で
す
︒こ
の
実

情
を
踏
ま
え
て
９
月
か
ら
︑補
助
金

の
対
象
者
を
限
定
せ
ず
︑す
べ
て
の

子
ど
も
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
︒

A

　
令
和
８
年
度
は
従
来
ど
お
り
公

費
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸

与
し
ま
す
︒令
和
９
年
度
以
降
は
保

護
者
負
担
端
末
の
導
入
と
な
り
ま

す
が
︑保
護
者
の
負
担
が
で
き
る
限

り
軽
減
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒

A

　
市
内
の
遠
距
離
徒
歩
通
学
の
現

状
は
︑２
キ
ロ
～
３
キ
ロ
未
満
の
児

童
は
５
５
９
人
︒３
キ
ロ
以
上
50

人
︒多
い
地
域
は
金
竜
小
と
瀬
尻
小

が
１
０
０
人
以
上
︑安
桜
小
と
田
原

小
が
50
人
以
上
で
す
︒学
校
や
保
護

者
は
︑熱
中
症
対
策
と
し
て
︑日
傘

の
活
用
︑冷
感
タ
オ
ル
や
ネ
ッ
ク
ア

イ
シ
ン
グ
の
使
用
を
認
め
︑ま
た
各

自
が
水
筒
を
持
参
し
登
下
校
中
は

水
分
補
給
を
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
︒ま
た
熱
中
症
を
理
由
と
し

た
保
護
者
に
よ
る
登
下
校
の
送
迎

に
つ
い
て
の
決
ま
り
は
設
け
て
い

ま
せ
ん
︒

　
市
費
に
よ
る
児
童
の
送
迎
へ
の

支
援
は
︑通
学
距
離
が
４
キ
ロ
以
上

の
児
童
に
対
し
て
洞
戸
小
︑板
取

小
︑武
芸
小
︑武
儀
小
︑上
之
保
小
の

５
校
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
︒

　
現
時
点
で
４
キ
ロ
未
満
の
遠
距

離
通
学
の
た
め
の
新
規
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
非
常
に
困
難
で
す
︒今

後
は
路
線
バ
ス
や
地
域
バ
ス
の
通

学
へ
の
利
用
の
可
能
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
︒

A

A
　
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
い
っ
た
社

会
状
況
が
進
む
中
︑家
庭
や
学
校
以

外
の
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
の
必

要
性
を
認
識
し
て
お
り
︑子
ど
も
食

堂
も
そ
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
︒ま
た
多
世
代

が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
︑必
要
性
は
高

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
本
年
度
か
ら
市
内
18
教
室
の
う

ち
︑安
桜
小
︑旭
ケ
丘
小
︑倉
知
小
︑

洞
戸
小
の
４
教
室
で
民
間
事
業
者

で
あ
る﹁
株
式
会
社
明
日
葉
﹂に
よ

る
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
︒す
べ

て
の
教
室
で
必
要
な
指
導
員
を
確

保
し
︑円
滑
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
︒運
営
方
法
で
は
保
護
者

向
け
の
情
報
発
信
強
化
な
ど
︑効

率
的
な
運
営
方
法
を
導
入
︒指
導

員
の
資
質
向
上
で
は
委
託
業
者
が

提
供
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
実
施
し
て
い
ま
す
︒ま
た
夏

休
み
期
間
中
の
取
組
で
は
︑オ
ン

ラ
イ
ン
で
の﹁
マ
ジ
ッ
ク
教
室
﹂・

﹁
お
笑
い
算
数
教
室
﹂を
実
施
し
て

い
ま
す
︒

　
今
後
は
︑安
全
管
理
体
制
を
構

築
す
る
た
め
︑電
子
タ
グ
等
に
よ

る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
進
め
ま
す
︒

A

実
態
と
格
差
を
ど
う
考
え
る
か

QQ
子
ど
も
食
堂
の
必
要
性
や

効
果
に
つ
い
て
の
認
識
は

Q
す
べ
て
の
子
ど
も
に
体
験

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て
︑市

の
登
録
を
受
け
た
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
・
芸
術
・
自
然
体
験
・

各
種
教
室
な
ど
の
参
加
費
︑

入
会
費
︑月
謝
等
に
利
用
で

き
る
事
業
を
実
施
し
て
は

Q
市
の
補
助
金
は
ひ
と
り
親
家

庭
が
対
象
の
た
め
︑す
べ
て
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る

子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助
金
が

届
か
な
い
︒す
べ
て
の
子
ど
も

が
楽
し
く
集
え
る
よ
う
に
︑支

援
す
る
対
象
を
広
げ
て
は

Q
持
続
可
能
な
仕
組
づ
く
り
は

　
よ
り
使
い
や
す
い
運
営
補
助
金
制

度
︑運
営
に
興
味
を
持
つ
方
々
の
研
修

会
や
交
流
会
︑企
業
と
活
動
団
体
を
つ

な
ぐ
仕
組
な
ど
を
検
討
し
ま
す
︒

A

Q
児
童
の
登
下
校
へ
の
支
援
は

Q
民
間
委
託
し
た
進
捗
状
況
は

Q
県
教
委
は
来
年
度
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
購
入
を
原
則
保
護
者
負

担
に
す
る
方
針
を
示
し
た
が
︑

Q
超
長
期
国
債
購
入
な
ど
の
異
常

な
債
券
運
用
に
よ
っ
て
基
金
に

巨
額
の
含
み
損
が
生
じ
︑債
券
を

売
却
で
き
な
い
た
め
に
余
剰
資

金
の
大
部
分
が
必
要
に
応
じ
て

使
え
な
く
な
っ
て
い
る
︒今
後
の

見
通
し
と
対
応
は

Q
﹁
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
﹂

と
し
て
公
民
セ
ン
タ
ー
廃
止
を

打
ち
出
し
た
９
年
前
と
比
べ
︑一

般
会
計
基
金
は
１
９
０
億
円
近

く
も
増
え
て
い
る
︒基
金
活
用
で

公
民
セ
ン
タ
ー
の
維
持
や
住
民

が
建
設
し
た
集
会
所
へ
の
補
助

が
可
能
で
は

Q
給
食
の
材
料
費
高
騰
対
策
は
来

年
度
も
続
け
る
の
か
︒ま
た
︑市

独
自
の
幼
保
給
食
無
償
化
に
続

き
︑小
中
学
校
給
食
無
償
化
を
国

よ
り
先
行
し
実
施
で
き
な
い
か

A
　
財
政
状
況
よ
り
も
負
担
の
公
平
性

を
重
視
し
て
い
ま
す
︒今
回
調
査
対

象
と
し
た
市
保
有
の
約
72
カ
所
の
公

民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
︑地
域
が
建

設
し
た
集
会
所
が
約
１
６
０
カ
所
あ

り
ま
す
︒公
民
セ
ン
タ
ー
の
地
域
へ

の
無
償
譲
渡
ま
た
は
廃
止
を
進
め
る

こ
と
で
地
域
間
の
負
担
の
公
平
性
に

つ
な
が
り
ま
す
︒

A
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
賄
材
料
費

の
予
算
計
上
を
来
年
度
も
継
続
し
ま

す
︒学
校
給
食
無
償
化
は
︑国
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
　
基
金
の
約
９
割
の
債
券
運
用
に

よ
る
含
み
損
は
４
月
末
に
１
２
３

億
円
︑８
月
末
に
１
４
１
億
円
に

な
っ
て
お
り
︑今
後
も
金
利
上
昇
に

伴
い
増
え
続
け
る
見
込
み
で
︑来
年

９
月
に
は
︑１
６
４
億
円
に
な
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
︒通
常
の
資
金
繰

り
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑今
後

の
大
き
な
資
金
需
要
に
つ
い
て
は
︑

一
時
借
入
金
や
債
券
の
現
先
取
引

で
対
応
し
ま
す
︒

友好都市交流の深化に関する協定を締結

市川 　也が
問います！

いちかわ 　たかなり

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

ながせ　　あつひさ

長瀬 敦久が
問います！

さわたり　　　なおき

猿渡 　樹 が
問います！

市
立
高
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新
費
用

基
金
の
含
み
損
へ
の
対
応

関
商
工
高
校
で
の
対
応
は

　平成９年12月１日に関市と友好都市提携協定を締結した中国
黄石市との新たな協定締結に伴う式典および関係行事等に参加す
るため、山下清司市長、常川雅通氏（関市国際交流協会会長）等と
ともに黄石市を訪問しました。
　黄石市では、市長ほか、関係者の出迎えを受け、「友好都市交
流の深化に関する協定」に双方の市長が署名し、協定を締結しま
した。
　協定書には、令和12年に関市・黄石市が市制80周年を迎えるた
め、それぞれの式典に代表団が訪問することや今後も引き続き、観
光、文化、教育、産業などの交流を図ること、令和９年には黄石市の
高校生の交流団が来関することなどが記されています。
　また、昭和60年に関市のサンテイ株式会社と黄石市の美爾雅
（メリヤ）集団有限公司の合弁会社として設立された美爾雅服飾有
限公司などの現地の企業の他、黄石第二中学校等についても視察
しました。 黄石第二中学校視察

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

議長 : 渡辺 英人 /  文教経済委員会委員長 : 浅野 典之参加議員

友好都市中国黄石市訪問事業友好都市中国黄石市訪問事業

中国 黄石市 令和７年７月22日（火）～25日（金）
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で
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や
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果
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源
確
保
の
可
能
性
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
︑判
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し
ま
す
︒

A

　
実
際
に
活
動
し
て
い
る
団
体
は
参

加
者
を
限
定
せ
ず
︑広
く
門
戸
を
開

い
て
い
る
の
が
実
情
で
す
︒こ
の
実

情
を
踏
ま
え
て
９
月
か
ら
︑補
助
金

の
対
象
者
を
限
定
せ
ず
︑す
べ
て
の

子
ど
も
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
︒

A

　
令
和
８
年
度
は
従
来
ど
お
り
公

費
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸

与
し
ま
す
︒令
和
９
年
度
以
降
は
保

護
者
負
担
端
末
の
導
入
と
な
り
ま

す
が
︑保
護
者
の
負
担
が
で
き
る
限

り
軽
減
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒

A

　
市
内
の
遠
距
離
徒
歩
通
学
の
現

状
は
︑２
キ
ロ
～
３
キ
ロ
未
満
の
児

童
は
５
５
９
人
︒３
キ
ロ
以
上
50

人
︒多
い
地
域
は
金
竜
小
と
瀬
尻
小

が
１
０
０
人
以
上
︑安
桜
小
と
田
原

小
が
50
人
以
上
で
す
︒学
校
や
保
護

者
は
︑熱
中
症
対
策
と
し
て
︑日
傘

の
活
用
︑冷
感
タ
オ
ル
や
ネ
ッ
ク
ア

イ
シ
ン
グ
の
使
用
を
認
め
︑ま
た
各

自
が
水
筒
を
持
参
し
登
下
校
中
は

水
分
補
給
を
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
ま
す
︒ま
た
熱
中
症
を
理
由
と
し

た
保
護
者
に
よ
る
登
下
校
の
送
迎

に
つ
い
て
の
決
ま
り
は
設
け
て
い

ま
せ
ん
︒

　
市
費
に
よ
る
児
童
の
送
迎
へ
の

支
援
は
︑通
学
距
離
が
４
キ
ロ
以
上

の
児
童
に
対
し
て
洞
戸
小
︑板
取

小
︑武
芸
小
︑武
儀
小
︑上
之
保
小
の

５
校
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
︒

　
現
時
点
で
４
キ
ロ
未
満
の
遠
距

離
通
学
の
た
め
の
新
規
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
非
常
に
困
難
で
す
︒今

後
は
路
線
バ
ス
や
地
域
バ
ス
の
通

学
へ
の
利
用
の
可
能
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
︒

A

A
　
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
地
域
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
い
っ
た
社

会
状
況
が
進
む
中
︑家
庭
や
学
校
以

外
の
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
の
必

要
性
を
認
識
し
て
お
り
︑子
ど
も
食

堂
も
そ
の
一
翼
を
担
う
重
要
な
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
︒ま
た
多
世
代

が
交
流
で
き
る
場
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
︑必
要
性
は
高

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
本
年
度
か
ら
市
内
18
教
室
の
う

ち
︑安
桜
小
︑旭
ケ
丘
小
︑倉
知
小
︑

洞
戸
小
の
４
教
室
で
民
間
事
業
者

で
あ
る﹁
株
式
会
社
明
日
葉
﹂に
よ

る
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
︒す
べ

て
の
教
室
で
必
要
な
指
導
員
を
確

保
し
︑円
滑
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
︒運
営
方
法
で
は
保
護
者

向
け
の
情
報
発
信
強
化
な
ど
︑効

率
的
な
運
営
方
法
を
導
入
︒指
導

員
の
資
質
向
上
で
は
委
託
業
者
が

提
供
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
実
施
し
て
い
ま
す
︒ま
た
夏

休
み
期
間
中
の
取
組
で
は
︑オ
ン

ラ
イ
ン
で
の﹁
マ
ジ
ッ
ク
教
室
﹂・

﹁
お
笑
い
算
数
教
室
﹂を
実
施
し
て

い
ま
す
︒

　
今
後
は
︑安
全
管
理
体
制
を
構

築
す
る
た
め
︑電
子
タ
グ
等
に
よ

る
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
進
め
ま
す
︒

A

実
態
と
格
差
を
ど
う
考
え
る
か

QQ
子
ど
も
食
堂
の
必
要
性
や

効
果
に
つ
い
て
の
認
識
は

Q
す
べ
て
の
子
ど
も
に
体
験

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て
︑市

の
登
録
を
受
け
た
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
・
芸
術
・
自
然
体
験
・

各
種
教
室
な
ど
の
参
加
費
︑

入
会
費
︑月
謝
等
に
利
用
で

き
る
事
業
を
実
施
し
て
は

Q
市
の
補
助
金
は
ひ
と
り
親
家

庭
が
対
象
の
た
め
︑す
べ
て
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
る

子
ど
も
食
堂
へ
の
補
助
金
が

届
か
な
い
︒す
べ
て
の
子
ど
も

が
楽
し
く
集
え
る
よ
う
に
︑支

援
す
る
対
象
を
広
げ
て
は

Q
持
続
可
能
な
仕
組
づ
く
り
は

　
よ
り
使
い
や
す
い
運
営
補
助
金
制

度
︑運
営
に
興
味
を
持
つ
方
々
の
研
修

会
や
交
流
会
︑企
業
と
活
動
団
体
を
つ

な
ぐ
仕
組
な
ど
を
検
討
し
ま
す
︒

A

Q
児
童
の
登
下
校
へ
の
支
援
は

Q
民
間
委
託
し
た
進
捗
状
況
は

Q
県
教
委
は
来
年
度
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
購
入
を
原
則
保
護
者
負

担
に
す
る
方
針
を
示
し
た
が
︑

Q
超
長
期
国
債
購
入
な
ど
の
異
常

な
債
券
運
用
に
よ
っ
て
基
金
に

巨
額
の
含
み
損
が
生
じ
︑債
券
を

売
却
で
き
な
い
た
め
に
余
剰
資

金
の
大
部
分
が
必
要
に
応
じ
て

使
え
な
く
な
っ
て
い
る
︒今
後
の

見
通
し
と
対
応
は

Q
﹁
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
﹂

と
し
て
公
民
セ
ン
タ
ー
廃
止
を

打
ち
出
し
た
９
年
前
と
比
べ
︑一

般
会
計
基
金
は
１
９
０
億
円
近

く
も
増
え
て
い
る
︒基
金
活
用
で

公
民
セ
ン
タ
ー
の
維
持
や
住
民

が
建
設
し
た
集
会
所
へ
の
補
助

が
可
能
で
は

Q
給
食
の
材
料
費
高
騰
対
策
は
来

年
度
も
続
け
る
の
か
︒ま
た
︑市

独
自
の
幼
保
給
食
無
償
化
に
続

き
︑小
中
学
校
給
食
無
償
化
を
国

よ
り
先
行
し
実
施
で
き
な
い
か

A
　
財
政
状
況
よ
り
も
負
担
の
公
平
性

を
重
視
し
て
い
ま
す
︒今
回
調
査
対

象
と
し
た
市
保
有
の
約
72
カ
所
の
公

民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
︑地
域
が
建

設
し
た
集
会
所
が
約
１
６
０
カ
所
あ

り
ま
す
︒公
民
セ
ン
タ
ー
の
地
域
へ

の
無
償
譲
渡
ま
た
は
廃
止
を
進
め
る

こ
と
で
地
域
間
の
負
担
の
公
平
性
に

つ
な
が
り
ま
す
︒

A
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
賄
材
料
費

の
予
算
計
上
を
来
年
度
も
継
続
し
ま

す
︒学
校
給
食
無
償
化
は
︑国
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

A
　
基
金
の
約
９
割
の
債
券
運
用
に

よ
る
含
み
損
は
４
月
末
に
１
２
３

億
円
︑８
月
末
に
１
４
１
億
円
に

な
っ
て
お
り
︑今
後
も
金
利
上
昇
に

伴
い
増
え
続
け
る
見
込
み
で
︑来
年

９
月
に
は
︑１
６
４
億
円
に
な
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
︒通
常
の
資
金
繰

り
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑今
後

の
大
き
な
資
金
需
要
に
つ
い
て
は
︑

一
時
借
入
金
や
債
券
の
現
先
取
引

で
対
応
し
ま
す
︒

友好都市交流の深化に関する協定を締結

市川 　也が
問います！

いちかわ 　たかなり

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

そ
の
他
の
質
問
は

コ
チ
ラ
か
ら
！

ながせ　　あつひさ

長瀬 敦久が
問います！

さわたり　　　なおき

猿渡 　樹 が
問います！

市
立
高
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新
費
用

基
金
の
含
み
損
へ
の
対
応

関
商
工
高
校
で
の
対
応
は

　平成９年12月１日に関市と友好都市提携協定を締結した中国
黄石市との新たな協定締結に伴う式典および関係行事等に参加す
るため、山下清司市長、常川雅通氏（関市国際交流協会会長）等と
ともに黄石市を訪問しました。
　黄石市では、市長ほか、関係者の出迎えを受け、「友好都市交
流の深化に関する協定」に双方の市長が署名し、協定を締結しま
した。
　協定書には、令和12年に関市・黄石市が市制80周年を迎えるた
め、それぞれの式典に代表団が訪問することや今後も引き続き、観
光、文化、教育、産業などの交流を図ること、令和９年には黄石市の
高校生の交流団が来関することなどが記されています。
　また、昭和60年に関市のサンテイ株式会社と黄石市の美爾雅
（メリヤ）集団有限公司の合弁会社として設立された美爾雅服飾有
限公司などの現地の企業の他、黄石第二中学校等についても視察
しました。 黄石第二中学校視察

代
表
・
一
般
質
問

代
表
・
一
般
質
問

議長 : 渡辺 英人 /  文教経済委員会委員長 : 浅野 典之参加議員

友好都市中国黄石市訪問事業友好都市中国黄石市訪問事業

中国 黄石市 令和７年７月22日（火）～25日（金）
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 市川 隆也
 北村 隆幸

　委員 川合 治義
池村 真一郎
栗山　 守

 安達 克也
 林　 裕之
 足立 将裕

長瀬 敦久
武藤 記子
猿渡 直樹

　議会広報委員会が発足して早いもので２年が経過し、今回は
第７号となります。「関市と議会のことをもっと知ってもらいた
い」との思いから、「特集」に力を注いでいます。今回の「基金大解
剖」はいかがだったでしょうか。毎回、編集・校正は各委員の思い
入れが強く、まとめるのは本当に大変ですが、正確・公平に編集
し、お届けしています。今後の「すぱっと」もご期待ください。

　昨年（令和６年）の夏前から
おはやし会に入会し、１年間練
習に参加して、今年、やぐらの上
で太鼓を叩くようになりました。
郡上おどりで歳の近い子が太鼓
を叩いているのを見て「かっこい
い」と思ったことがきっかけで
す。踊りが好きで、おはやし会の
踊りの他にも、郡上踊りや白鳥
踊りにも行きます。今年は、郡上
踊りで免許状ももらいました。

第４回定例会は

日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会ホームページへ

11月27日（木）〜

　　12月19日（金）

　やぐらの上で演奏するのは、
緊張するけれど楽しいです。踊り
は太鼓から始まることも多くて、
太鼓のタイミングで速くなったり
遅くなったりする大事な役目で
す。好きな曲は、神代（じんだい）
やダンシングヒーローです。テン
ポが早くて楽しいです。今後は、
もっと太鼓を完璧にして、他の
楽器もやってみたいです。

参加したきっかけは？ 楽しいこと、大変なことは？

関おはやし会で活躍する小学生

No.8 

関おはやし会で、大人に混ざって太鼓を担当しています。
今年の夏は、なんと16回の踊りに参加しました。

編 集 後 記

佐 藤  柚 衣 さん 　 下有知小学校 5年生
　さ 　 とう      ゆ 　 　い

関市あるあ
る！

ごみの搬入 簡単予約！
作：NPO法人 劇刀桜絵巻

関おはやし会の情報はInstagramから 　 

関おはやし会は毎月第１日曜日の夜を基本として
踊り教室をやっています。興味のある方はぜひ
お問い合わせください。

申請フォームはコチラから！
オンライン申請は、自宅で
発生した家庭ごみを持ち込
む場合に限ります。

詳しくは環境課へお問合わせください。

地元をテーマにした創作アート（漫画、
イラスト、演劇等）で地元を盛り上げたい！

クリエイター仲間も募集中！

議会だよりの表紙写真を
募集しています！
関市で撮った素敵な景色や笑顔の
写真をご提供ください！

①お名前　②写真の説明
を添えて送ってくださいね。

表紙の写真は、市役所とわかくさ・プラザの間にあるダイナミックな石柱群です。
「市民のすべてが力を合わせ未来に向かってたくましく限りなく伸びよう」との
願いを込めたシンボルで、平成11年に完成しました。撮影は内田和敏さんです。

「21世紀に伸びゆく関市」

PHOTO


